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新たな元号「令和」の始まり

平成最後の4月、棚田のシバザクラは
満開！（下古尾）

昭和のレコードで「令和」看板を作成！（天神橋アーケード内に6月中旬まで飾られます）



大雨災害への備え　準備できていますか？

STEP1 自宅の災害リスクを確認しましょう。　

STEP2　避難のタイミングを確認しましょう。

　市が昨年5月に配布した「総合ハザードマップ」

で、自宅が洪水・土砂災害の想定危険区域に入って

いないか確認しましょう。自宅が危険区域に入っ

ている人は、特に事前避難が必要です。ハザード

マップの見方や活用方法などについて、地区、学

校、事業所等で説明会を行っています。

　ハザードマップに関するお問い合わせや説明会

の希望については、（市）地震防災課までお問い合

わせください。

　大雨が降り続き、河川の氾濫や土砂災害の危険性が高まった場合、その危険度に応じて市から避難勧告

などの避難情報を発令します。基本的にその危険度が高まるごとに、

　　　　　　避難準備・高齢者等避難開始　⇒　避難勧告　⇒　避難指示（緊急）

と発表されますが、緊急性に応じて、その順序通りの発令にならない場合もあります。

　段階に応じた皆さんがとるべき行動を下表で確認してください。

　また、各行政機関が発表する各種防災情報の危険度のレベルを明確にするため、本年度から全国的な取

り組みとして、各種防災情報に下表の警戒レベルが設定されることになりました。今後、市からの放送や

緊急速報メール、テレビ等において、警戒レベルを付記した内容でのお知らせが行われます。

［放送内容例］　

　「●●川の水位の上昇に伴い、●●地区に警戒レベル3　避難準備・高齢者等避難開始を発令しました。

避難に時間のかかる方は避難してください。」

西日本豪雨時に多数の浸水被害、土砂災害が発生した宿毛市内の様子

ハザードマップ
QRコード

四万十市総合ハザードマップ
四万十市　総合ハザードマップ

命を守るための最善の行動

速やかに避難

高齢者など避難に時間のかかる人は避難

避難の準備（避難場所や経路の再確認）

最新の気象情報に注意

堤防の決壊などの災害が発生

避難指示（緊急）

避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始

注意報

早期注意情報

発表主体

市など

市

市

気象庁

気象庁

警戒レベル

５

４

３

２
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防災情報の内容 皆さんがとるべき行動

　昨年7月の西日本豪雨に代表されるように、近年、全国的に大雨災害（洪水・土砂災害）が頻

発化、激甚化しています。市には、3本の一級河川（四万十川、後川、中筋川）が流れ、土砂災害警

戒区域が約1700箇所指定されており、大雨災害の発生リスクが高い地理的条件にあります。大雨災害に対する対

策としては、事前避難が原則です。いざという時に「逃げ遅れ」になることがないよう皆さんで備えましょう。
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STEP3 情報の入手方法を確認しましょう。

STEP4 避難時に持参する持ち出し品を準備しておきましょう。

①発令された避難情報の種別を確認
②避難情報が発令された要因を確認
　洪水の危険性の場合は、「●●川の水位の上昇に伴い～」
③避難情報が発令された地区を確認
④開設された避難所を確認
　発令時の状況に応じて開設する避難所を決定しています。
⑤避難所への避難が難しい場合や避難する方が危険な場合は、屋
　内のより安全な場所に避難してください。
　②③の情報で、自宅への影響を確認し、①の種別と家族の状況（避
　難に時間のかかる人が家族にいるなど）によって、避難のタイミ
　ングを判断し、④で最寄りの避難所を確認してください。

緊急速報メール配信内容例
標題　　①避難勧告の発令について
警報レベル4　避難勧告発令
②土砂災害警戒情報の発令に伴い、
③●●地区に避難勧告を発令します。
④●●を避難所として開設しますので
速やかに避難を開始してください。
⑤避難が危険な場合は、山の斜面から
離れた屋内の高い部屋へ避難してくだ
さい。

【四万十川で氾濫が発生した場合の緊急速報メール配信内容イメージ】
[件名]　河川氾濫発生
警戒レベル5相当　こちらは国土交通省四国地方整備局です。四万十川の四万十市●●地先　四万十川●．●ｋ
（●岸、●側）付近で河川の水が堤防を越えて流れ出ています。防災無線、テレビ等で自治体の情報を確認し、各自
安全確保を図るなど適切な防災行動をとって下さい。本通知は、浸水のおそれのある市町村に配信しており、対象
地域周辺においても受信する場合があります。　　　　　国土交通省

①市から発令する避難情報（避難勧告など）
◆防災行政無線
◆IP告知端末（整備地域のみ）
◆緊急速報メール（エリアメールなど）　　
◆YAHOO!防災速報（※下記参照）
　市は、ヤフー株式会社と防災協定を締結し、同社の防災情報提供アプリ「YAHOO!防災速報」を通じて、
避難情報の発令や避難所の開設状況など、災害時に必要となる各種情報を配信しています。ヤフー株式会
社からも、気象警報の発令や15時間先までの降雨予測など、さまざまな防災情報が配信されます。無料で
ダウンロードできますので、ぜひ活用してください。
従来型携帯電話（ガラケー）はメール配信サービスを利用できます。⇒

②四万十川の洪水情報（国土交通省）
　国が管理する四万十川で氾濫の危険性が高まった場合、また氾濫が実際に発生した場合に、緊急速報
メールが国土交通省から配信されます。

③国土交通省　川の防災情報ホームページ
　国土交通省が開設しているHP「川の防災情報」では、国が管理する河川の水位やその様子、雨の状況な
どをリアルタイムで知ることができます。

④テレビのデータ放送（NHK）
　NHKのデータ放送では、市に関係する各種防
災情報（気象警報、河川の水位、雨量、避難情報の
発令状況、開設された避難所）がいつでも確認で
きます。簡単なリモコン操作で確認できますの
でぜひ利用してください。

　地震発生時とは異なり、大雨災害は、避難を開始する数日前からその危険性が高まること（台風の接近
や大雨が継続して降ること）がわかっています。食料や飲料水など、1日程度避難所で過ごすために必要
と思われるものを各家庭で準備しておき、避難の際には持参しましょう。

【問い合わせ先】（市）地震防災課　☎（35）2044

防災速報　メール版

緊急速報メール（エリアメール等）の見方

YAHOO!防災速報

川の防災情報
QRコード

iPhone向け
QRコード

Android向け
QRコード

34-7800
防災行政無線の放送内容を
自動音声で確認できます。

今、どこでどれくらいの雨
が降っているのかを知るこ
とができます。

現在の川の様子を川に近づ
かなくても知ることができ
ます。

近くの川の水位の状況を、リアルタイ
ムで確認することができます。

　テレビをNHKのチャンネルに合わせ
て、リモコンの「d」または「データ」などの
ボタンを押すとデータ放送の画面に切
り替わります。画面の中の「防災・生活情
報」に合わせてリモコンの「決定」ボタン
を押すと専用の画面に切り替わります。
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
こ
の
事
業
は
、本
年
10
月
か
ら
消
費
税
・
地

方
消
費
税
率
が
10
％
に
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、低
所
得
者
並
び
に
子
育
て
世
帯
の
消

費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、地

域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
、下
支
え
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、市
町
村
が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
販
売
を
行
う
も
の
で
、事
業
実
施
に
お

け
る
必
要
経
費
に
対
し
て
、国
が
全
額
補
助
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
で
は
、低
所

得
者
並
び
に
3
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
子

育
て
世
帯
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、対
象
者
は

2
万
円
で
2
・
5
万
円
分
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

20
％
の
商
品
券
の
購
入
が
可
能
で
、子
育
て
世

帯
は
3
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数
だ
け
購
入
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
商
品
券
の
使
用
期
間
は
、本
年
10
月
か
ら
来

年
3
月
ま
で
の
期
間
で
、市
が
定
め
る
期
間
と

さ
れ
て
お
り
、商
品
券
の
取
扱
業
者
は
、市
内

の
店
舗
を
幅
広
く
対
象
と
し
公
募
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、事
業
の
目
的
に
沿
う
よ
う
実
施
に

向
け
た
体
制
づ
く
り
、対
象
者
に
配
慮
し
た
実

施
方
法
、地
域
に
お
け
る
消
費
の
喚
起
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
構
築
し
、関
係
団
体
と
も
調
整

し
な
が
ら
10
月
か
ら
の
商
品
券
販
売
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
観
光
大
使
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
は
、四
万
十
川
学
遊
館
や
市
産
業
祭

で
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
で
本
市
の
魅
力
発

信
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、ク
イ
ズ
番
組

で
も
お
な
じ
み
の
漫
画
家「
や
く
　
み
つ
る
」

さ
ん
、ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
あ
た
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
、本
市
出
身
の

日
本
体
育
大
学
男
子
柔
道
部
監
督「
田
邊
　
勝

（
た
な
べ
　
ま
さ
る
）」さ
ん
、並
び
に
柔
道
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
で
テ

レ
ビ
等
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る「
杉
本
　
美
香

（
す
ぎ
も
と
　
み
か
）」さ
ん
な
ど
、著
名
な
方

を
委
嘱
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
持
た
れ
る
人
脈
は
非
常
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、本
市
の
魅
力
発
信
に
そ

の
力
を
存
分
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
光
大
使
の
皆
さ
ん
の
力
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
有
効
に
活

用
し
、本
市
の
魅
力
を
国
内
外
へ
広
く
発
信
し

て
い
く
と
と
も
に
、こ
の
た
び
の
自
然
体
験

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
幕
を
機
に
、観
光
基
盤
を
磨

き
上
げ
、受
入
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、誘
客
の
さ
ら
な
る
拡
大
や
持
続
可
能
な

観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
旧
土
豫
銀
行
跡
地
の
整
備

　
こ
の
事
業
は
、平
成
22
年
に
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
寄
付
を
受
け

　　※
内
容
は
３
月
市
議
会
定
例
会
時
点
の
も
の
で

　
本
文
中
、本
年
度
は
平
成
30
年
度
、来
年
度
は

　
平
成
31
年
度
を
さ
し
ま
す
。

　
観
光
振
興

　
高
知
県
内
で
は
、平
成
29
年
か
ら
開
催
し
て

き
ま
し
た「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」が
閉
幕

し
、2
月
1
日
よ
り
新
た
な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て「
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
　
自
然
体
験

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、こ
れ
ま
で
磨
き
上
げ
て

き
た「
食
」や「
歴
史
文
化
」に
加
え
て
、自
然
景

観
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
前
面
に
打
ち
出

す
こ
と
に
よ
り
、高
知
県
観
光
の
強
み
を
余
す

こ
と
な
く
活
か
そ
う
と
す
る
取
組
で
あ
り
、幅

広
い
観
光
資
源
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、全
国
的
な
知
名
度

を
誇
る「
四
万
十
川
」と
い
う
多
彩
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活

か
し
、訪
れ
る
方
々
が
よ
り
充
実
し
た
観
光
周

遊
が
楽
し
め
る
よ
う
、ま
た
地
域
の
魅
力
を
よ

り
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
来
年
度
は
新
た
な

体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
の
観
光
情
報
や
魅
力
あ
る
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
広
く
発
信
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

た
旧
土
豫
銀
行
跡
地
に
、商
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
、市
と
ま
ち
づ
く
り

会
社
が
協
同
で
整
備
を
行
う
、官
民
連
携
事
業

と
し
て
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、施
設
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

店
舗
の
規
模
等
の
決
定
を
は
じ
め
、全
体
事
業

費
を
算
出
す
る
た
め
の
基
本
設
計
を
行
う
と

と
も
に
、基
本
設
計
に
基
づ
い
た
具
体
的
か
つ

実
現
可
能
な
整
備
計
画
の
詳
細
を
ま
と
め
た
、

実
施
設
計
業
務
等
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
来
年
度
は
、い
よ
い
よ
施
設
本
体
工

事
に
取
り
掛
か
り
、年
度
内
に
は
、こ
れ
ま
で

こ
の
地
域
に
は
な
か
っ
た
魅
力
あ
る
、に
ぎ
わ

い
拠
点
施
設
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
拠
点
施
設
の
整
備
に
よ
り
、中
心
市
街

地
へ
の
誘
客
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
効
果

を
最
大
限
波
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、中
心
市
街

地
に
訪
れ
る
方
々
の
潜
在
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起

こ
し
や
課
題
の
抽
出
、ま
た
、そ
の
課
題
解
決

に
向
け
た
協
議
、検
討
、更
に
は
取
組
を
実
践

し
て
い
く
計
画
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
く
る
た
め
、引
き
続
き
関
係
団
体
等
で

組
織
す
る「
四
万
十
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
」に
よ
る
協
議
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
急
激
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

ま
た
、郊
外
型
大
型
店
舗
の
進
出
に
よ
る
、空

き
店
舗
の
増
加
な
ど
、中
心
市
街
地
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、中

心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
ハ
ー
ド（
拠
点
施

設
整
備
）と
ソ
フ
ト（
中
心
商
店
街
活
性
化
計

画
の
策
定
）の
両
面
か
ら
取
組
を
進
め
、中
心

市
街
地
の
賑
わ
い
と
活
気
の
創
出
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
31
年
3
月
市
議
会
定
例
会

ー
抜
粋
ー（
要
旨
）下

市

長

施

政

方

針
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今
後
も
、文
化
の
発
信
・
観
光
の
拠
点
と
な

る
よ
う
、企
画
展
の
開
催
や
常
設
展
示
の
変
更

を
計
画
的
に
行
い
、ま
た
広
く
発
信
す
る
こ
と

で
、「
地
域
の
価
値
を
伝
え
る
博
物
館
」、「
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
え
る
博
物
館
」を
目
指
し
、

魅
力
あ
る
郷
土
博
物
館
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

　
本
市
で
は
、恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と
、

安
並
運
動
公
園
体
育
施
設
等
を
活
用
し
た
、大

学
等
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
活
動
を
行
う

こ
と
で
、体
育
施
設
の
活
用
及
び
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、さ
ら
に
は
宿
泊
等
に
伴
う
観
光
振

興
に
つ
な
げ
よ
う
と
庁
内
並
び
に
体
育
施
設

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
四
万
十
市
体
育
協
会

等
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
5
月
に
は
、日
本
体
育
大
学
柔
道
部
や

こ
れ
ま
で
に
来
市
実
績
の
あ
る
関
東
方
面
の

大
学
等
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、今
年
1

月
に
は
岡
山
県
及
び
関
西
方
面
の
大
学
等
を

訪
問
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
は
、四

万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
を
使
用
し
た
大
学
野
球
部

が
中
心
で
し
た
の
で
、1
月
の
岡
山
・
関
西
方

面
の
誘
致
活
動
で
は
、市
立
武
道
館
を
中
心
に

施
設
を
紹
介
す
る
た
め
、武
道
系
の
サ
ー
ク
ル

の
あ
る
大
学
等
に
対
し
て
、誘
致
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
本
市
の
地
理
的
な
条
件
等
を
踏
ま
え
る
と
、

移
動
距
離
が
長
く
時
間
が
か
か
る
た
め
、合
宿

　
四
万
十
市
郷
土
博
物
館

　
四
万
十
市
郷
土
博
物
館
は
、「
土
佐
の
小
京

都
中
村
5
5
0
年
祭
」の
開
催
に
あ
わ
せ
、昨

年
3
月
か
ら
1
階
と
6
階
展
望
室
の
一
部

オ
ー
プ
ン
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
2
月

1
日
、「
四
万
十
市
立
郷
土
資
料
館
」か
ら「
四

万
十
市
郷
土
博
物
館
」へ
と
名
称
も
新
た
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
フ
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
郷
土
博
物
館
は
、2
階
に
土
佐
の
小

京
都
の
宝
物
を
、3
階
に
町
の
く
ら
し
が
わ
か

る
道
具
な
ど
を
展
示
す
る
な
ど
、歴
史
・
文
化

の
魅
力
を
増
す
と
と
も
に
、設
備
面
で
も
耐
震

補
強
に
加
え
て
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
設
及
び
多
目
的

ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を
行
い
、こ
れ
ま
で
以
上

に
安
全
に
安
心
し
て
入
場
し
て
い
た
だ
け
る

施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
は
、昨
年

12
月
23
日
及
び
今
年
1
月
11
日
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
夜
間
開
館
の
実
施
、さ
ら
に
1
月
29

日
に
は
、高
知
県
、県
内
類
似
施
設
及
び
報
道

機
関
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
て
内
覧
会
を
行
い
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
周
知
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
期
間
中

は
、郷
土
博
物
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
目
的
で
、館
内
ガ
イ
ド
に
よ
る
入
館
者
へ
の

展
示
資
料
の
解
説
及
び
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、郷
土
博
物
館
及
び
為
松
公

園
の
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
夜
間
開
館
、そ
の
ほ
か
具
同
小
学
校
児
童
に

よ
る
展
示
学
習
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

の
実
現
は
厳
し
い
印
象
で
し
た
が
、本
市
の
豊

か
な
自
然
環
境
や
体
育
施
設
等
に
は
一
定
興

味
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、来
年
度
中
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
等
を
目
的
に
日
本
体
育
大
学
と

ス
ポ
ー
ツ
連
携
協
定
の
締
結
を
す
す
め
、来
年

2
月
に
は
同
大
学
の
柔
道
部
合
宿
を
誘
致
す

る
な
ど
、関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　
計
画

　
平
成
27
年
度
か
ら
5
年
間
の
計
画
と
し
て

策
定
し
た「
四
万
十
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」に
基
づ
き
、全
て
の
子
ど
も
が
健

や
か
に
育
ち
、そ
れ
ぞ
れ
の
子
育
て
家
庭
が
子

ど
も
の
成
長
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る「
あ
っ
た

か
子
育
て
の
ま
ち
　
し
ま
ん
と
」を
目
指
し

て
、子
育
て
支
援
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、現
計
画
が
来
年
度
末
で
終
了
す
る
た

め
、新
た
に
5
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る「
第

2
期
四
万
十
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」を
来
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
第
2
期
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
本
年

度
、本
市
の
子
育
て
に
関
す
る
現
状
の
把
握
や

課
題
の
抽
出
を
目
的
に
、保
育
所
、幼
稚
園
、小

学
校
に
通
う
児
童
の
保
護
者
等
に
対
し
て
、市

民
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、現
在
、集
計
・
分
析
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、各
分
野

に
お
け
る
取
組
内
容
を
検
討
、精
査
し
、今
後
、

本
市
に
と
っ
て
必
要
な
子
育
て
支
援
施
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

　
ン
タ
ー
の
開
設

　
本
年
度
当
初
よ
り
、働
き
な
が
ら
子
育
て
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、地
域
の
支
え
合
い
に
よ

る
子
育
て
支
援
の
仕
組
み
と
し
て
、フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
準
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
4
月
か
ら
名
称
を「
し
ま
ん
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、高
知
県

で
9
番
目
と
な
る
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、依
頼

会
員
と
援
助
会
員
の
登
録
受
付
や
会
員
相
互

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、面
談
等
を
行
い
、7
月
か
ら

実
際
の
子
ど
も
の
預
か
り
な
ど
の
事
業
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
事
業
実
施
に
向
け
て
、子

育
て
中
の
保
護
者
や
保
育
関
係
者
と
の
意
見

交
換
会
等
も
行
い
、実
施
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、県
内
市
町
村
で
初
め
て
と
な

る
病
児
及
び
病
後
児
対
応
型
の
預
か
り
事
業

も
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。病
児
等

の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、幡
多
医
師
会
な

ど
医
療
関
係
の
皆
様
に
事
業
説
明
を
行
い
、ご

指
導
、ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
今
後
も
引
き
続
き
会
員
の
募
集
や
援
助
会
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境
に
し
っ
か
り
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
の
保
持
・
増
進
及
び
健

康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が
る
よ
う
、計
画
に
基
づ

く
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
乳
幼
児
健
診
の
充
実

　
視
力
は
、新
生
児
期
か
ら
、正
常
な
視
覚
刺

激
が
入
る
こ
と
に
よ
り
発
達
し
、6
〜
7
歳
頃

ま
で
に
完
成
し
ま
す
が
、視
力
が
発
達
す
る
期

間
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
り
、正
常
な
視
覚
刺

激
が
入
っ
て
こ
な
い
場
合
、視
力
が
正
常
に
発

達
せ
ず
弱
視
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
視
覚
の
異
常
を
早
期
に
発
見
し
て
、視
力
が

完
成
す
る
6
〜
7
歳
ま
で
に
治
療
を
開
始
す

る
こ
と
に
よ
り
治
療
効
果
は
高
ま
る
こ
と
か

ら
、本
市
で
は
本
年
4
月
よ
り
3
歳
7
ヶ
月
健

診
時
に
お
け
る
自
宅
で
の
簡
易
検
査
結
果
と

健
診
会
場
で
の
問
診
に
加
え
、弱
視
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
機
器
を
導
入
し
検
査
を
行
い
ま

す
。
　
こ
れ
に
よ
り
乳
幼
児
の
近
視
、遠
視
、乱
視
、

斜
視
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉

　
全
国
的
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
流
れ
の
中
、今
後
ま
す
ま
す
単

身
世
帯
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
、

員
講
習
会
の
実
施
な
ど
を
行
い
、事
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
開
始
で
き
る
よ
う
、関
係
機
関
の
皆

様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
増
進
計
画

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
康
で
充

実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、平

成
22
年
度
を
始
期
と
し
た
5
年
間
の「
四
万
十

市
健
康
増
進
計
画
」を
策
定
し
て
お
り
、現
在

第
2
期
計
画
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
計
画
で
は
、運
動
習
慣
の
継
続
や
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
生
活
の
実
践
な
ど
を
掲
げ
、市
民
一

人
一
人
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
第
2
期
計
画
の
最
終
年
に
あ
た

り
、第
3
期
計
画
の
策
定
年
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。第
3
期
計
画
の
策
定
で
は
高
知
大
学
と
連

携
の
う
え
、現
計
画
の
評
価
を
行
い
な
が
ら
大

学
の
有
す
る
知
見
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、四

万
十
市
の
健
康
施
策
が
よ
り
充
実
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
、関
係
す
る
団
体
で
組
織
す
る

「
四
万
十
市
健
康
増
進
計
画
策
定
委
員
会
」と

と
も
に
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
も
、平
成
27
年
度
を
始
期
と
し
て
5

年
間
の
計
画
を
定
め
て
お
り
、来
年
度
は
第
2

期
計
画
の
策
定
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
に
は
、歯
周
病

に
よ
る
全
身
疾
患
の
リ
ス
ク
を
抑
え
、高
齢
と

な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。自
身
の
健
康
を
左
右
す
る
口
内
環

認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、本
市
で
は
本
年

度
に「
四
万
十
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
7
期

四
万
十
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策
定
し
、

「
住
み
な
れ
た
地
域
で
、す
こ
や
か
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
」を
基
本
理

念
と
し
た
、介
護
予
防
・
生
活
支
援
体
制
の
整

備
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、ま

た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
な
運
営
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら

開
始
し
た「
健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業
」の
実

施
主
体
で
あ
る
健
康
福
祉
委
員
会
が
、市
内
の

1
2
1
地
区
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、住
民
主
体

の
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
、見
守
り
支
え
合

い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。健
康
福
祉
委
員

会
の
設
置
が
少
な
い
中
心
市
街
地
や
具
同
地

区
に
つ
い
て
は
、ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
や
筋
力

ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
自
主
グ
ル
ー
プ
が
介

護
予
防
活
動
、集
い
の
場
と
し
て
の
活
動
を

行
っ
て
お
り
、健
康
福
祉
委
員
会
の
機
能
を
補

完
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
保
健
師
、管
理
栄
養
士
、理
学
療
法

士
等
の
専
門
職
を
活
用
し
て
集
い
の
場
の
充

実
に
も
努
め
る
と
と
も
に
、介
護
予
防
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
い
き
い
き
生
活
応

援
隊
の
養
成
を
通
じ
、住
民
主
体
で
も
活
動
で

き
る
よ
う
、地
域
で
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
育

成
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、認
知
症
施
策
に
お
き
ま
し
て
は
、認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発

の
推
進
と
し
て
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催
、認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た
適
時
・

適
切
な
医
療
介
護
等
の
提
供
と
し
て
、認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
渡
川
病
院
と
連

携
し
た
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設

置
運
営
、さ
ら
に
は
認
知
症
の
方
の
介
護
者
へ

の
支
援
と
し
て
、認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
組
な

ど
、認
知
症
を
含
む
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
ち
ら
に
お
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま
で
の
取

組
に
併
せ
て
、認
知
症
の
状
態
に
応
じ
た
適
正

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流
れ
を
冊
子
化
し
た「
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
」の
作
成
を
行
う
な
ど
、認
知

症
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画

　
本
市
の
福
祉
に
関
す
る
各
種
計
画
の
包
括

的
な
計
画
で
あ
る
地
域
福
祉
計
画
は
、来
年
度

が
第
2
期
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
た
め
、

現
計
画
の
評
価
と
課
題
の
整
理
を
行
い
な
が

ら
、新
た
な
計
画
の
策
定
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、次
期
計
画
の
策
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す
る
地
域
福
祉

活
動
計
画
と
一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
厳
し
い
環

境
の
中
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が

支
え
合
い
な
が
ら
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
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児
童
虐
待
防
止
対
策

　
児
童
虐
待
が
起
こ
る
要
因
は
子
育
て
を
行

う
中
で
の
、社
会
か
ら
の
孤
立
、家
庭
の
状
況
、

親
の
成
育
歴
、子
ど
も
自
身
の
要
因
、親
と
子

ど
も
と
の
関
係
な
ど
様
々
な
も
の
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
悩
み
や
問
題
を
抱
え
る
家
庭
に
対

し
、子
ど
も
や
保
護
者
に
寄
り
添
っ
て
き
め
細

や
か
な
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
で
、虐
待
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
国
の
動
向
と
し
ま
し
て
も
、昨
年
3
月
に
東

京
都
目
黒
区
で
発
生
し
た
児
童
虐
待
事
案
を

受
け
、12
月
に
は
児
童
虐
待
に
対
応
す
る
専
門

機
関
で
あ
る
児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
体
制

強
化
策
と
し
て
、「
児
童
虐
待
防
止
対
策
体
制

総
合
強
化
プ
ラ
ン
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、市
町
村
の
体
制
強
化
策
と
し

て
、す
べ
て
の
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
及
び
妊
産

婦
等
を
対
象
に
、実
情
の
把
握
や
社
会
資
源
等

の
情
報
提
供
、相
談
業
務
な
ど
総
合
的
な
機
能

を
担
う「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」を

2
0
2
2
年
度
末
ま
で
に
全
市
町
村
に
設
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
支
援
拠
点
は
、家
庭
児
童
福
祉
に
関
し

専
門
的
な
相
談
指
導
業
務
を
行
う
、既
存
の
家

庭
児
童
相
談
室
の
機
能
を
含
む
こ
と
に
も
な

る
た
め
、家
庭
児
童
相
談
室
の
機
能
を
核
と
し

て
支
援
拠
点
の
機
能
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。今
後
の
支
援
拠
点
整
備
に

お
け
る
職
員
配
置
等
も
見
据
え
、増
加
す
る
児

童
虐
待
に
対
応
し
た
き
め
細
か
な
相
談
業
務

を
充
実
さ
せ
、子
ど
も
の
命
が
失
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、福
祉
に
関
す

る
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の
基
本
理
念
等
と
の
整

合
性
を
確
保
し
た
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
生
活
保
護
受
給
者
以
外
の
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
第
2
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
・

強
化
を
目
的
に
、平
成
27
年
4
月
よ
り
、生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の「
自
立
相
談
支
援
事

業
」を
実
施
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
10
月
に
は
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
が
改
正
さ
れ
、生
活
困
窮
者
等
に
お
け
る

一
層
の
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
、包
括
的
な

支
援
体
制
強
化
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、来
年
度
か
ら
、直
ち
に
就
労
が
難

し
い
人
に
対
し
、就
労
体
験
や
生
活
習
慣
の
改

善
等
の
支
援
を
行
う「
就
労
準
備
支
援
事
業
」

と
、家
計
に
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮
者
か
ら

の
相
談
に
対
す
る
、助
言
・
指
導
等
の
支
援
を

行
う「
家
計
改
善
支
援
事
業
」を
新
た
に
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の「
自
立
相
談
支

援
事
業
」と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、三

事
業
間
の
相
互
補
完
的
・
連
続
的
な
支
援
を
高

め
つ
つ
、よ
り
効
果
的
な
支
援
体
制
を
整
え
、

生
活
困
窮
者
の
自
立
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、現
在
、福
祉
事
務
所
の
家
庭
児

童
相
談
室
に
家
庭
相
談
員
と
児
童
虐
待
防
止

対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
1
名

ず
つ
配
置
し
、子
ど
も
・
家
庭
相
談
業
務
や
虐

待
案
件
へ
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、来

年
度
よ
り
家
庭
相
談
員
を
1
名
増
員
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
誘
致

　
学
校
法
人
育
英
館
よ
り
、有
岡
に
お
い
て
設

置
・
運
営
し
て
い
る
四
万
十
看
護
学
院
を
現
在

の
3
年
制
の
専
門
学
校
か
ら
4
年
制
の
大
学

と
し
て
改
編
し
、京
都
看
護
大
学
の
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
す
る
提
案
を
昨
年
末
に
受

け
て
お
り
ま
す
。

　
高
等
教
育
機
関
の
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
村
市
時
代
か
ら
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
、実

現
す
れ
ば
看
護
の
道
を
目
指
す
若
者
に
と
っ

て
は
、地
元
で
高
等
教
育
を
受
け
る
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、本
市
に
お
い
て
も

市
外
か
ら
の
学
生
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
人

口
の
増
や
交
流
人
口
の
拡
大
、ま
た
地
元
経
済

へ
の
波
及
効
果
や
市
民
病
院
と
の
さ
ら
な
る

連
携
な
ど
、各
分
野
に
お
い
て
多
く
の
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
へ
の
改
編
に
向
け
て
は
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
い
く
つ
か
あ
る
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、提
案
を
い
た
だ
い
て
以

降
、庁
内
で
の
協
議
や
課
題
解
決
に
向
け
て
の

相
手
方
と
の
調
整
、関
係
機
関
と
の
協
議
等
も

行
っ
て
き
て
お
り
、引
き
続
き
実
現
に
向
け
前

向
き
に
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
市
民
病
院

　
ま
ず
、経
営
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、本
年

度
当
初
予
算
の
2
2
5
万
円
の
黒
字
に
対
し
、

収
支
見
込
み
で
は
、56
万
円
の
黒
字
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、本
年
度
は
、ほ
ぼ
当
初
予
算
ど

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
お
き
ま
し

て
は
、一
日
平
均
入
院
患
者
数
を
72
人
、一
日

平
均
外
来
患
者
数
を
2
0
1
人
と
見
込
み
、約

29
万
円
の
黒
字
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
た
だ
、本
年
度
の
決
算
見
込
み
、平
成
31
年

度
当
初
予
算
と
も
に
、入
院
患
者
数
、外
来
患

者
数
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、赤
字
も
見
込
ま
れ

る
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、今
後

と
も
、健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、
収
益
の
向
上

と
費
用
の
削
減
の
両
面
か
ら
経
営
改
善
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、当
初
予
算
で
は
、来
年
3
月
31
日
に

償
還
期
限
が
到
来
す
る
、平
成
26
年
3
月
に
一

般
会
計
か
ら
借
入
し
た
5
億
円
の
内
、未
返
済

分
1
億
円
と
、平
成
27
年
3
月
に
借
入
し
た
6

千
万
円
の
合
計
1
億
6
千
万
円
の
返
済
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
、平
成
31
年

度
も
1
億
円
の
一
般
会
計
基
準
外
繰
り
出
し

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、残
り
の

6
千
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、病
院
の
自
己
資
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再
生
機
構
等
、他
の
医
療
機
関
か
ら
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、西
土
佐
地
域
の
医
療
機
能

を
維
持
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、2
人

目
の
医
師
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
解
消
に
向
け
、各
方
面
に
対
し
情
報
提

供
を
求
め
る
な
ど
、鋭
意
取
組
を
進
め
て
き
て

お
り
ま
し
た
が
、こ
の
ほ
ど
奈
良
県
山
添
村
に

あ
る
東
山
診
療
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
、八
十

島
医
師
と
お
会
い
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、着

任
に
向
け
て
の
面
談
・
交
渉
等
を
続
け
て
き
た

結
果
、本
年
4
月
か
ら
西
土
佐
診
療
所
へ
勤
務

い
た
だ
け
る
承
諾
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
十
島
医
師
は
、現
在
ま
で
東
山
診
療
所
の

所
長
と
し
て
、へ
き
地
医
療
の
分
野
に
従
事
さ

れ
、外
来
診
療
か
ら
往
診
に
至
る
ま
で
、日
々

地
域
医
療
の
最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

西
土
佐
診
療
所
に
赴
任
い
た
だ
き
ま
し
て
も
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
の
構
築
に
向
け
て
、ご
尽
力
い
た
だ
け
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
医
師
2
名
体
制
の
も
と
、こ
れ
ま
で

地
域
が
育
ん
で
き
た
保
健
・
医
療
・
福
祉（
介

護
）の
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
、地
域

住
民
が
住
み
な
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
愛
さ

れ
、そ
し
て
必
要
と
さ
れ
る
唯
一
の
医
療
機
関

と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
運
営
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

金
で
の
返
済
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、平
成
24
年
9
月
よ
り
泌
尿
器
科
の
診

療
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
中
尾

医
師
が
、本
年
度
末
を
も
ち
ま
し
て
定
年
退
職

と
な
り
ま
す
。

　
中
尾
医
師
は
、前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の

治
療
に
お
い
て
優
れ
た
知
識
と
技
術
を
持
っ

て
お
ら
れ
、こ
れ
ま
で
、市
民
の
健
康
の
維
持
・

増
進
や
、地
域
医
療
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
こ
と
に
対
し
て
、心
よ
り
感
謝
す
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
病
院
に
お
け
る
現
在
の
泌
尿
器
科
で

の
診
療
状
況
は
、一
日
平
均
で
入
院
患
者
が
3

人
程
度
、外
来
で
は
、
20
人
弱
の
診
療
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。よ
っ
て
、当
院
の
泌
尿
器
科
は
、

市
民
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、中
尾
医
師
と
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
結
果
、本
人
の
希
望
も
あ

り
、4
月
か
ら
は
非
常
勤
医
師
と
し
て
引
き
続

き
勤
務
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
診
療
体
制
な
ど
詳
細
は
、今
後
、先
生
と
協

議
し
て
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、出

来
る
限
り
患
者
様
に
は
ご
迷
惑
が
掛
か
ら
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
西
土
佐
診
療
所
の
医
師
確
保

　
西
土
佐
診
療
所
の
医
師
体
制
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
4
月
か
ら
常
勤
医
師
1
名
体
制
と

な
っ
て
以
来
、四
万
十
市
民
病
院
や
高
知
医
療

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
西
土

　
佐
基
幹
改
良
事
業

　
西
土
佐
地
域
の
し
尿
処
理
場「
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
西
土
佐
」は
、平
成
15
年
の
運
転
開
始

か
ら
15
年
が
経
過
し
、設
備
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
今
後
、処
理
能
力
を
維
持
し
て
い
く
と
と
も

に
、西
土
佐
地
域
の
生
活
環
境
や
自
然
環
境
面

に
も
配
慮
し
た
施
設
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

基
幹
的
な
設
備
の
改
修
に
加
え
、二
酸
化
炭
素

排
出
削
減
を
目
的
と
し
た
改
修
が
必
要
で
、来

年
度
か
ら
2
ヶ
年
を
か
け
て
、国
の
循
環
型
社

会
形
成
推
進
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、改
修
工

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
人
事
交
流

　
人
事
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
国

土
交
通
省
と
高
知
県
と
の
間
で
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、来
年
度
か
ら
新
た
に
林
野
庁
と

の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
人
事
交
流
は
、初
め
て
の
試
み
と
し
て

職
員
の
実
務
研
修
と
い
う
位
置
づ
け
で
、職
員

1
名
を
林
野
庁
に
派
遣
し
、同
時
に
林
野
庁
職

員
1
名
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
、期
間

は
、本
年
4
月
か
ら
2
年
間
の
予
定
で
す
。

　
人
事
交
流
を
通
じ
て
、本
市
か
ら
派
遣
す
る

職
員
に
は
、国
の
行
政
事
務
を
経
験
す
る
こ
と

で
、様
々
な
価
値
観
や
専
門
性
の
高
い
知
識
・

技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、本
市
と

林
野
庁
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、新
た

な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
化
や
林
業
振

興
業
務
の
充
実
・
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
4
月
19
日
、四
万
十
市
と
中
村
環
境
セ
ン

タ
ー
協
同
組
合
で「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
を
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
に
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
と
し
て
の
利
用

や
、処
分
、そ
れ
ら
に
必
要
な
作
業
に
つ
い
て

可
能
な
限
り
協
力
し
て
い
た
だ
く
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
廃
棄
物
の
円
滑
な
処
理
に
つ
い
て
ま

た
一
つ
道
筋
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
関
係
機
関
や
、企
業
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

ひ
が
し
や
ま

や
　 

そ

じ
ま

ひ
が
し
や
ま

や

そ

じ

ま

や
ま
ぞ
え

災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た

中村環境センター協同組合
西原 功 代表理事（左）
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市
で
は
、次
の
使
用
料
、手
数
料
等
に
つ
い
て
徴
収
ま
た
は
収
納
の
事
務
を
委
託

し
て
い
ま
す
。

「文化複合施設(仮称)基本計画に関する住民説明会を開催しました」
　これまで、市民ワークショップや住民説明会の開催、パブリックコメントの実施などにより、市民の皆さま
から意見をいただきながら整備検討委員会で協議を重ね、3月末に「四万十市文化複合施設（仮称）基本計画」を
策定しました。
　この計画について、市民の皆さまに知っていただき、今後もともに事業を進めていけるよう、4月23日に中
央公民館、翌24日には西土佐総合支所で、説明会を開催しました。

○参加された方々からの質問の一部をご紹介します。
・施設解体後、新施設ができるまでの代替施設について
・今後の整備スケジュールについて
・新施設の諸室の数や設備について　

・大ホールの客席数について
・新施設の駐車スペース・規模について

　なお、当基本計画は、市の公式ホームページ（http://www.city.shimanto.lg.jp/gyosei/composite/doc/plan.html）
からご覧になれます。

　文化複合施設の整備に向け、本年度より基本設計に着手します。
　皆さまのご意見をお聞きしながら、より良い施設となるよう、今後ワークショップ等のご案内もしていき
ますので、ぜひご参加ください。

【問い合わせ先】
　（市）企画広報課　文化複合施設整備推進室　☎（34）1501　FAX（34）1502
　E-mail：bunkafukugou@city.shimanto.lg.jp

中村会場の様子 西土佐会場の様子

～ひとが集い、賑わいが生まれる文化施設を目指して～

（平成31年4月1日現在）

委託事務
犬の登録・狂犬病予防注射済票交付手数
料徴収事務

物品（エコバッグ）の売払代金徴収事務

四万十市ふるさと応援寄附金の収納事務

四万十市生活交通バス事業使用料の徴収
事務

四万十市国保診療所使用料等徴収事務

一般廃棄物（ごみ）処理手数料徴収事務

委託先
（公財）高知県獣医師会
高知市南はりまや町1丁目16-22
（一社）四万十市観光協会
駅前町8-3
土佐くろしお鉄道（株）
駅前町7-1
（株）西土佐ふるさと市
西土佐江川﨑2410-3
（株）さとふる
東京都中央区京橋2丁目2-1
四万十市勝間川部落バス
勝間1225
中村バス
田野川乙1328
四万十市タクシー組合
中村大橋通7丁目11-6
（有）西土佐交通
西土佐江川﨑2232-3
診療所運営受託グループ
西土佐須﨑160

契約した取扱店（市内97店舗）

委託期間

平成31年4月1日から
令和2年3月31日まで

契約日から
令和3年3月31日まで

市からのお知らせ ― SHIMANTO CITY NEWS ―
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こんな時に利用できます！
　・保育所、幼稚園、習いごとの送迎やその後の預かり
　・放課後や放課後児童クラブの送迎やその後の預かり
　・冠婚葬祭、授業参観、通院等の間の預かり
　・子育てから離れてリフレッシュする間の預かり
　・子どもが病気で保育所や学校に通えない時の預かり
※援助会員の自宅のほか、依頼会員と合意のうえ、公共施設等
　で預かることができます。（病児は公共施設等は不可）
※病児の預かりは事前に受診が必要です。38.5度以上の熱が
　あるなど症状が重い場合は預かりすることはできません。
〇利用可能時間：原則として7時から21時

〇利用料金
　通常時1時間600円
　病気時1時間700円
※19時以降の預かりおよび土・日・
　祝日は100円増となります。送迎
　のガソリン代や食事代などは実
　費分を加算します。
★利用料金は、依頼会員から援助
　会員へ直接お支払いしていただ
　きます。

依頼会員の登録について
〇四万十市にお住まいの人、四万十市で勤務し
　ている人
〇生後6ヶ月から小学校6年生までの子どもを
　持つ人
☆会員登録時にはアドバイザーが事業の説明
　のほか日ごろの様子やアレルギーなどのヒ
　アリングをします。面談時間は約1時間です。
　事前予約をお願いします。
※子どもを預けるためには、必ず事前に登録を
　行い、援助会員とマッチングを行う必要があ
　ります。登録なしでの急な預かりには対応で
　きませんので、利用の可能性のある人は早め
　の登録をお願いします。（登録は無料です。）

依頼会員合同登録会の開催
【日程】6月8日(土)、9日(日)（要予約）
【時間】進行状況により前後する場合があります。
　　　9時～　制度、注意事項等説明
　　　10時30分～13時　個別登録・面談
【場所】市立中央公民館 3階研修室
【定員】両日とも20人（託児は事前連絡が必要）
【申込方法】フォームまたはメールにて事前予約
 　　　　　 

※登録はセンターで随時受付します。遠慮なく　
お申し出ください。

　ファミリーサポートセンターとは、子育て中の家庭を支援するため「手助けしてほしい人」と「お手伝い
できる人」が会員となって互いに助け合う会員制の有償ボランティア組織です。市では、昨年度よりセン
ター開設の準備を行い、このたび7月1日より事業をスタートさせることとなりました。
　子どもを預けたい「依頼会員」および、お手伝いをしてくださる「援助会員」について、随時募集していま
す。（依頼会員と援助会員を兼ねた「両方会員」も募集中です！）
　事業の詳細および会員登録の条件などは下記のとおりです。センターには2名のアドバイザーが常駐
し、会員の登録や問い合わせの対応、会員同士のマッチングや子どもの預かり等の調整を行います。

ファミリーサポートセンター7月1日　スタート!!

センターではアドバイザーが事前の打ち合わせを行い、依頼会員と援助会員のマッチングをします。

依頼会員

アドバイザー

援助会員
（有償ボランティア）

①援助の申し込み ②援助の依頼

③事前の打合せ　④援助活動　⑤利用料の支払い
・1時間600～700円程度
・会員間で受渡

ファミリー

サポート

センター

※子どもの事故等に備え、

センターで補償保険に加入

◀メール予約フォーム予約▶
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≪基礎講習≫
■日程　6月23日（日）、30日（日）
■時間　9時～16時
■場所　四万十市役所3階会議室
■参加料　無料
■託児　あり（事前連絡が必要です。）
■申込方法　お電話にてお申し込みください。
■申込締切　6月17日（月）

☆講習会メニュー☆

　　　　演　題　　　　　　　  講　師
・ファミサポの仕組、概要　　 市担当者
・心の発達とその問題　　　　児童心理司
・保育の心と子どもの遊び　　保育士
・子どもの栄養と食生活　　　管理栄養士
・子どもの発達と病気　　　　小児科医
・小児看護の基礎知識　　　　保健師
・小児に対する救急救命　　　救急救命士

　地域の子育てを支援したい人、ボランティア活動に興味のある人の参加をお待ちしています。今すぐに
は援助会員になれないという人も大歓迎です。
　講義はすべて「子育てに関する基礎的な事項」で、家庭での育児にも役立つ知識を専門家がわかりやすく
教えてくれます。ぜひ、子育て中のお父さんお母さんもご参加ください！
※全日程の受講ができない場合は、申込時にご相談ください。

○ファミリーサポートセンター援助会員講習会の開催について

4
月
15
日
　
四
万
十
川
改
修
期
成
同
盟
会
　
要
望
活
動（
高
松
市
）

　
　
17
日
　
日
赤
四
万
十
市
地
区
活
動
資
金
目
標
額
設
定
会
議

　
　
　
　
　
四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
総
会

　
　
18
日
　
第
1
3
5
回
高
知
県
市
長
会
議（
香
南
市
）

　
　
19
日
　
四
万
十
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
協
定
調
印
式

　
　
21
日
　
西
土
佐
観
光
川
開
き

　
　
22
日
　
第
15
回
し
ま
ん
と
市
民
祭
実
行
委
員
会
　
正
副
会
長
会

　
　
　
　
　
西
土
佐
地
区
区
長
会

　
　
23
日
　
四
万
十
市
地
域
福
祉
計
画
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
の
寄
付
目
録
受
領
式
及
び
感
謝
状

　
　
　
　
　
贈
呈
式

　
　
24
日
　
四
万
十
市
身
体
障
害
者
連
盟
総
会

　
　
25
日
　
高
知
県
地
域
振
興
総
合
協
議
会
役
員
会
・
定
期
総
会（
高
知
市
）

　
　
26
日
　
四
万
十
市
中
村
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
28
日
　
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
土
佐
清
水
市
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
オ
ー
プ

　
　
　
　
　
ン
式
典（
土
佐
清
水
市
）

5
月
3
日
　
第
28
回
土
佐
一
條
公
家
行
列「
藤
祭
り
」　
出
発
式

　
　
4
日
　
や
く
み
つ
る
氏
　
四
万
十
市
観
光
大
使
委
嘱
式

　
　
7
日
　
第
69
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」推
進
委
員
会

　
　
9
日
　
第
30
回
四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト（
大
洲
市
）

　
　
10
日
　
春
の
交
通
安
全
運
動
に
伴
う
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　
　
　
　
四
万
十
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　
　
　
　
　
し
ま
ん
と
市
民
祭
実
行
委
員
会
　
理
事
会
・
総
会

　
　
　
　
　
四
万
十
市
消
防
団
員
配
偶
者
功
労
表
彰
式

　
　
13
日
　
市
民
側
溝
清
掃
に
伴
う
土
砂
等
の
収
集
運
搬
作
業
出
発
式

　
　
　
　
　
道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会 

理
事
会
・
通
常
総
会（
高
知
市
）

　
　
14
日
　
西
富
山
区
長
会
要
望 

受

　
　
　
　
　
高
知
県
11
市
農
業
委
員
会
協
議
会
定
例
会

４
月
15
日
〜
５
月
14
日

市
長
日
誌

援助会員の登録について
〇四万十市にお住まいの20歳以上の人
〇心身ともに健康で自宅等で預かりが可能な人
〇センター指定の講習会を受講できる人(必須)
　(基礎12時間+実務12時間の受講が必要です。
　実務講習は会員登録後に受講いただきます。）

【問い合わせ・登録申込先】
　しまんとファミリーサポートセンター
　開所日時：月・火・木・金・土（祝日除く）　
　開所時間：9時から18時
　所在：右山元町1-2-4(児童館内)　　　　　
　☎(34)8310　FAX(34)8318
　E-mail：famisapo40010@rainbow.plala.or.jp
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～食事代および居住費の標準負担額について ～～食事代および居住費の標準負担額について ～～食事代および居住費の標準負担額について ～
○住民税非課税世帯の人は、窓口負担と入院時の食事代の減額を受けられます。

※1　ただし、療養病床に入院中の人で入院医療の必要性の高い人は、一般病床に入院のときの食事代と同じになります。
※2　入院日数が90日を超えた場合、長期入院該当の申請が必要となります。
※3　一般所得区分に該当する人で①～③のいずれかに該当する場合は、260円になります。①指定難病の患者、②小児慢性
　　  特定疾病患者、③H27.4.1以前から継続して精神病床に入院している人(合併症等により転退院した場合であって、同日
　　  内に再入院する場合を含む。)

◆認定証の交付を受け、医療機関の窓口で提示しないと減額の適用は受けられません｡

◆7月31日までの認定証の交付を受けている人の手続きについて
　（国保加入者）8月1日以降も引き続き減額の適用を受けるためには、再度申請が必要です｡

　（後期高齢者医療加入者）申請は不要です。8月1日以降も引き続き減額の対象となる人には、7月下旬に認定証
　　　　　　　　　　　　を送付します。

※1　世帯に属するすべての国保被保険者の基礎控除後の所得を合算した額。未申告者のいる世帯は901万円超え世帯とみ
　　  なされることがあります。
※2　同じ世帯で過去12カ月以内に、3回以上高額療養費が支給されている場合の、4回目以降の限度額
★同一県内での住所異動の場合は、高額療養費の支給回数は通算されます。(70歳以上74歳以下の人も同様)

◆ 手続きの方法等（申請受付　7月1日（月）から）

区    　　分

住民税課税世帯

申請に必要なもの その他注意点

65歳以上の人が療養病床に入院時の食事代

および居住費　※1
一般病床に入院

時の食事代

1食 460円

（減額なし）※3

入院時生活療養Ⅰを算定する

保険医療機関に入院の場合

入院時生活療養Ⅱを算定する

保険医療機関に入院の場合

（食事代）1食 460円

（居住費）1日 370円

（食事代）1食 420円

（居住費）1日 370円

住民税非課税

世帯（区分Ⅰ）

下記以外

老齢福祉

年金受給者

（食事代）1食 210円

（居住費）1日 370円

（食事代）1食 130円

（居住費）1日 370円

（食事代）1食 100円

（居住費）1日 0円

○保険証・印鑑・個人番号カードまたは通知カード・
　交付済の認定証（更新の人）
○90日を超える入院期間のわかる領収書や証明書
　など（該当している人のみ）

平成30年中の所得を申告していない人は、申請す
る前に（本庁・総合支所）税務課などで申告をする
必要があります｡

～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～
69歳以下の人の自己負担限度額（月額）

《国民健康保険・後期高齢者医療制度》

区分

ア

イ

ウ

エ

オ

所得要件※1
所得金額
901万円超
所得金額

600万円超901万円以下
所得金額

210万円超600万円以下
所得金額
210万円以下

世帯主および国保加入者
全員が住民税非課税

自己負担限度額（月額）
252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
（4回目以降限度額　140,100円）※2
167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％

（4回目以降限度額　93,000円）
80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
（4回目以降限度額　44,400円）

57,600円
（4回目以降限度額　44,400円）

35,400円
（4回目以降限度額　24,600円）

（本庁）市民・人権課　国保係　☎（34）1114
（総合支所）西土佐住民分室　 ☎（52）1111

【受付窓口・問い合わせ先】

住民税非課税世帯（区分Ⅱ）
1食 210円

1食 160円 ※2

1食 100円
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国民健康保険税の課税基準が変わります
　平成31年度（令和元年度）より課税限度額・軽減判定基準が下記のとおり変更となります。
　課税限度額が引き上げられ、低所得者に対する軽減制度の対象範囲が拡大されました。

医療分

支援金等分

介護分

合計

改正前

58万円

19万円

16万円

93万円

改正後

61万円

（変更なし）

（変更なし）

96万円

　市県民税は、市や県が日常生活に必要な行政サービスを提供するための大切な財源です。

　お手元に納付書が届きましたら、納期限内の納付をお願いします。

■納付方法

　6月に送付される納税通知書は普通徴収、年金特別徴収分です。

　※個人の所得によっては①～③の複数の支払い方法により納める場合があります。

■税率（※分離課税の譲渡所得などについては異なります。）

■普通徴収の納期限（年4回）

【問い合わせ先】

　（本庁）・課税について　税務課　市民税係　☎（34）1112　　・納税について　収納対策課　 ☎（35）5552

　（総合支所）西土佐住民分室　☎（52）1111

市県民税の納付について～平成31年度（令和元年度）納税通知書を発送します～

①普通徴収

②特別徴収

③年金特別徴収

個人が、市から送られた納付書で年4回に分けて納めます。（※口座振替の場合も年4回です。）

個人の給与から天引きされ、給与支払者（事業主）が毎月納めます。  

65歳以上の人の年金から、公的年金支払者が年金支給日（年6回）に天引きして納めます。

（年金にかかる税金のみです。）

区　分　　　　　

所得割

均等割

市

6％

3,500円

県

4％

2,000円

第1期

7月1日

第2期

9月2日

第3期

10月31日

第4期

令和2年1月31日

改正前

改正後

33万円以下

変更なし

33万円＋27万5千円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

33万円＋28万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

33万円＋50万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

33万円＋51万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

7割軽減 5割軽減 2割軽減

【軽減基準】

※特定同一世帯所属者とは、後期高齢者医療制度の被保険者に該当したことにより国民健康保険の資格を喪失した人で、該当日の前日以後
　継続して同一の世帯に属する人のことです。ただし、国保世帯主が変更になった場合は特定同一世帯所属者ではなくなります。

◇低所得者に対する軽減制度
　国保世帯主・被保険者・特定同一世帯所属者の、前年中の所得の合計額が一定基準以下の場合には、均等割・平
等割が軽減されます。（届出等は必要ありません。）
　ただし、前年中の所得の申告がない人は、国民健康保険税の軽減措置が受けられない場合があります。

【問い合わせ先】（本庁）税務課　市民税係　☎(34)1112　　（総合支所）西土佐住民分室　☎(52)1111

◇課税限度額

13

令
和
元
年
6
月
号



　
現
在
児
童
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
る
人

は
子
ど
も
の
養
育
状
況
の
確
認
の
た
め
、

「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
届
出
が
な
い
と
、６
月
以
降
の
手
当

が
受
け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
令
和
元
年
5
月
1
日
以
降
の
転
入
、出
生

　
に
よ
り
認
定
請
求（
額
改
定
認
定
請
求
を

　
除
く
）を
さ
れ
て
い
る
人
は
、「
現
況
届
」

　
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　
・
６
月
3
日（
月
）〜
28
日（
金
）

　
※
土
・
日
は
除
く

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　（
水
曜
日
は
８
時
30
分
〜
19
時
）

■
必
要
な
も
の

　
・
現
況
届

　
・
認
め
の
印
鑑

　
・
請
求
者
の
健
康
保
険
証（
会
社
員
等
の

　
場
合
）な
ど
 

　
※
公
務
員
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　（
本
庁
）子
育
て
支
援
課
　
支
援
係
　
　

　
☎（
３
４
）１
８
０
１

　
F
A
X（
３
４
）9
0
0
3

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
こ
ど
も
分
室

　（
保
健
課
内
）

　
☎（
５
２
）１
１
３
２

　
F
A
X（
５
２
）１
０
２
４

　
重
度
心
身
障
害
児
・
者
が
医
療
を
受
け
る

と
き
、各
医
療
保
険
の
対
象
と
な
る
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。（
6
月
中

に
申
請
し
認
定
さ
れ
れ
ば
、6
月
か
ら
助
成

を
受
け
ら
れ
ま
す
。）

■
対
象
者（
次
の
①
〜
③
い
ず
れ
か
の
人
）

　
①
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
1
級
ま
た
は
2
級
の
人

　
②
療
育
手
帳

　
　
A
1（
最
重
度
）ま
た
は
A
2（
重
度
）の
人

　
③
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
ま
た
は
4
級

　
　
を
所
持
し
、か
つ
療
育
手
帳
B
1（
中

　
　
度
）の
知
的
障
害
と
認
定
さ
れ
た
18
歳

　
　
未
満
の
合
併
障
害
の
人

　
※
前
年
度
市
民
税
課
税
世
帯
の
た
め
助
成

　
　
対
象
外
の
人
も
、平
成
31
年
度（
令
和
元

　
　
年
度
）の
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
に
該

　
　
当
す
る
場
合
は
助
成
対
象
と
な
り
ま

　
　
す
。6
月
中
に
申
請
し
認
定
さ
れ
れ
ば

　
　
7
月
か
ら
助
成
開
始
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
障
害
者
手
帳
、健
康
保
険
証
、マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
カ
ー
ド（
本
人
お
よ
び
健
康
保
険
の

　
被
保
険
者
の
も
の
）、印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　（
本
庁
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係

　
☎（
3
4
）1
1
2
0

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
こ
ど
も
分
室

　（
保
健
課
内
）

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　
四
万
十
市
民
憲
章
は
、市
民
憲
章
の
理
念

に
沿
っ
た
活
動
に
よ
り
顕
著
な
功
績
を
あ

げ
た
個
人
お
よ
び
団
体
を
対
象
と
し
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　
4
月
17
日
の
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
総

会
に
お
い
て
2
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

橋
田
　
光
史
さ
ん

　
約
30
年
間
に

わ
た
り
、毎
朝
・

毎
夕
、
土
佐
く

ろ
し
お
鉄
道
中

村
駅
駐
輪
場
の

自
転
車
の
整
頓

や
美
化
清
掃
の

奉
仕
活
動
を
継

続谷
本
　
サ
ユ
リ
さ
ん

　
婦
人
会
活
動

に
長
期
に
携
わ

り
、
東
下
町
婦

人
会
長
と
し
て

各
区
の
連
合
婦

人
会
と
の
対

話
、
健
康
づ
く

り
な
ど
に
取
り

組
む
。

重
度
心
身
障
害
児
・
者 

医
療
費
助
成
制
度

四
万
十
市
民
憲
章
表
彰
受

賞
者

児
童
手
当
の「
現
況
届
」

に
つ
い
て

　
家
庭
で
剪
定
し
た
枝
木
を
、剪
定
木
堆
肥

化
場
に
お
い
て
無
料
で
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
は
、ご
み
の
減
量
お
よ
び
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
の
一
環
と
し
て
、枝
木
を
ご

み
と
し
て
排
出
す
る
の
で
は
な
く
堆
肥
と

し
て
資
源
化
す
る
も
の
で
す
。搬
入
を
希
望

す
る
場
合
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、受
け
入
れ
は
平
日
の
み
と
な
り
ま

す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
で
発
生
し
た
も
の
や
産
業
廃

　
棄
物
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

※
堆
肥
化
目
的
の
た
め
廃
材
や
腐
食
し
た

　
も
の
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

※
直
径
5
㎝
ま
で
の
枝
木
の
受
け
入
れ
と

　
な
り
ま
す
。

剪
定
木
等
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
！

〜
剪
定
木
堆
肥
化
事
業
〜

は
し
だ
　
　
　
み
つ
ふ
み

た
に
も
と

片江商店

入口（看板有）

剪定木堆肥化場

古津賀第2団地

←至 国道56号←至 国道56号

【問い合わせ・連絡先】

　四万十市公園管理公社　☎（37）0608

せ
ん    

て
い    

ぼ
く

た
い    

ひ
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７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の

強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
く
た
め
の
も
の
で
す
。

（
行
動
目
標
）

　
①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

　
　
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
を

　
　
進
め
よ
う

　
②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち

　
　
直
り
を
支
え
よ
う

（
重
点
事
項
）

①
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
う
え
で

雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と

　
②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、刑
務
所

か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す

こ
と

　
③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰

を
長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を

作
る
こ
と

④
犯
罪
を
犯
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
、

　
　
社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ

　
　
る
環
境
を
作
る
こ
と

　
⑤
非
行
少
年
等
が
学
び
を
継
続
で
き
る
環

境
を
作
る
こ
と

　
こ
の
よ
う
に
目
標
を
掲
げ
、全
国
的
に
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

■
推
進
委
員
会
の
主
な
メ
ン
バ
ー

　
保
護
司
会
、人
権
擁
護
委
員
、四
万
十
わ

　
か
ば
更
生
保
護
女
性
会
、区
長
会
、身
体

　
障
害
者
連
盟
、民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

　
会
、連
合
婦
人
会
、中
村
警
察
署
、社
会
福

　
祉
協
議
会
、四
万
十
市
、四
万
十
市
教
育

　
委
員
会
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）福
祉
事
務
所
　
社
会
福
祉
係

　
☎（
3
４
）１
１
２
０

第
69
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強調月間　活動内容

7月1日(月) 

7月3日(水)

7月27日(土)

その他

8：40～

10：00～

10：15～

11：00～

8：30～

19：00～

19：40～

西土佐地域出発式

中村地域出発式

啓発パレード

街頭啓発

無縁墓地の清掃

研修会

市内一斉健全育成パトロール

総合支所玄関前

市役所駐車場

天神橋アーケードほか

フジグラン四万十、サニーマート

黒潮町出口

中央公民館3階研修室Ⅱ

市内

日　　時 内　　容 場　　所

講演会、懸垂幕の設置、市内巡回広報、防災行政無線放送による啓発、

啓発旗の設置、路線バスへの啓発マグネットの掲示　など　

　環境保全対策の一環としてレジ袋無料配布中
止の取り組みをされている㈱サニーマート様、
㈱ウイル様、㈱フジ様から四万十川清流保全基
金へ合計1,017,727円のご寄付をいただきまし
た。今までの10年間における3社の平均レジ袋
辞退率は約80.6％と高い水準が保たれていま
す。
　寄付金は四万十川の清流を後世に残していく
取り組みのために活用させていただきます。(四
万十川市民一斉清掃、小中学生を対象とした環
境学習など)

四万十川清流保全基金寄付受領式
－ 私は、マイバックで四万十川を守る！ －

【左から1人目】㈱フジ様、【2人目】㈱ウイル様、
【4・5人目】㈱サニーマート様 ～ご寄付ありがとうございました～

平成30年度の取り組み(一部)

水辺の学校

河川環境水質浄化事業
（しまんとAI）

川ガキ

岩間沈下橋周辺の
森林保全の取組

　この寄付金は、市内で実施す
る四万十川の清流を後世に残し
ていくための取り組みに使われ
ています。
　四万十川というかけがえのな
い財産のために、今後も皆で一
緒に取り組んでいきましょう。
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幡多広域消費生活センター

＜相談受付＞月曜日～金曜日（祝祭日および年末年始を除く）　9：00～12：00 / 13：00～17：00

☎(34)6301　FAX(34)6295
〒787-0012 四万十市右山五月町8番32号 四万十市立働く婦人の家1階

幡多広域消費生活センター便り

　実在する機関や企業、家族をかたり、家族構成や資産状況等を聞き出そうとする「アポ電」と思われる電
話に関する相談が寄せられています。

【事例1】
　テレビの制作会社を名乗る人から電話があり、「所得は500万円より上ですか」などと聞かれたが、「答
えられない」と言って電話を切った。後日、警察の協力団体を名乗る人から、「テレビ番組に関して電話が
なかったか。捜査で押収した名簿に名前が登録されている」という電話があった。（70歳　女性）
【事例2】
　消防署職員を名乗る人からの電話で、「一人暮らしか」と聞かれ、「はい」と答えてしまった。「災害時にす
ぐに救助できるように確認している」と言われたが不審だ。（女性）
【ひとこと助言】
　・ 家族構成や資産状況を聞かれたら、会話を続けず、すぐに電話を切ってください。
　・ 心当たりのない着信に出てしまった場合は、「○○です」と自分の名前を名乗らないことが大切です。
　　着信番号通知や録音機能を活用し、誰からの電話か分かった上で電話に出るなどしてトラブルを避
　　けましょう。
　・ 特に高齢者に対しては、家族はもちろん、地域においても身近な人への見守りや様子の変化などに気
　　をつけましょう。
　・ 不審な電話があったら、すぐに警察や消費生活センター等にご相談ください。
　　（警察相談専用電話「#9110」、消費者ホットライン「188」)

※ 幡多広域消費生活センターでは、出前講座（無料）による啓発活動を実施しています。
 　お気軽にご相談ください。

困ったときは、消費生活センターへご相談ください。

「アポ電」かも…知らない番号からの電話に出るのは危険

四万十市の出来事を写真でお届けします! ーSHIMANTO CITY PHOTOSー四

小学生が稚アユ放流体験
（写真　上：蕨岡小　中：西土佐小　下：具同小）

　4月26日に西土佐小、5月13日に具同小、5月14
日に蕨岡小の児童が稚アユ放
流体験を行いました。
　この体験は四万十川西部漁
協および四万十川中央漁協の
行っている稚鮎放流事業にあ
わせて毎年実施しています。
　子どもたちは、アユについて
説明を受けた後、バケツに入っ
た稚アユを一斉に放流しまし
た。この体験を通してアユや川
の環境について理解を深めて
いただければと考えています。

道の駅「よって西土佐」の

苺一会まつり

　4月21日、道の駅「よって西土佐」で、「苺一会ま
つり」が開催されました。西土佐で生産している
イチゴの試食ができるとあって、お気に入りの品
種を買い求める人であふれていました。当日は観
光川開きも行われ、カヌーや遊覧船を楽しむお客
さまも立ち寄り、より一層にぎわいました。
　道の駅「よって西土佐」では、カヌー館が行う
「カヌーのちょい乗り体験」の申し込みを受け付
けています。道の駅HPやスタッフまでお気軽にお
たずねください。
　6月23日（日）には「新あゆまつり」を開催予定で
す。皆さまぜひご来場ください。

いちごいちえ
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四
万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
習
得
し
た
知
識
・
技
術
を
活

か
し
て
、地
域
食
材
の
普
及
活

動
を
行
う
〜

　
平
成
29
年
10
月
、私
た
ち
の
挑
戦

は
始
ま
り
ま
し
た
。当
時
の
3
年
生

が
柚
子
、2
年
生
が
文
旦
に
つ
い
て

研
究
し
て
お
り
、「
柑
橘
三
姉
妹
」と

し
て
先
輩
に
続
け
と
、ぶ
し
ゅ
か
ん

に
着
目
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
に
食
べ
て
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、年
間
を
通
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
搾
汁
後
の
皮
で
作
っ

た
マ
ー
マ
レ
ー
ド
で
焼
き
菓
子
や

饅
頭
を
作
り
、学
校
内
外
の
行
事
で

販
売
し
ま
し
た
。お
客
さ
ま
か
ら
も

好
評
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、活

動
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。活
動

の
中
で
、ぶ
し
ゅ
か
ん
に
も
っ
と
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、

も
っ
と
広
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
中
学
校
の
総
合
学
習
で
地
域

食
材
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
聞
き
、昨

年
度
は
東
山
小
5
年
生
を
対
象
に
交
流

料
理
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。交
流
後
、

小
学
生
が
行
事
に
来
て
く
れ
る
な
ど
、

少
し
役
割
が
果
た
せ
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。

　
ぶ
し
ゅ
か
ん
は
植
樹
し
て
収
穫
ま
で

に
5
年
以
上
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。取
り
組
み
始
め
て
2
年
、一
つ
の
大

き
な
実
が
な
り
ま
し
た
。
企
業
や
行
政

の
力
を
お
借
り
し
て
、私
た
ち
の
考
案

し
た
ぶ
し
ゅ
か
ん
饅
頭
が
市
内
の
小
中

学
校
の
給
食
に
採
用
さ
れ
た
の
で
す
。

　
四
万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
を
通
し
て
食
の

バ
ト
ン
が
つ
な
が
っ
た
と
実
感
し
ま
し

た
。私
た
ち
の
活
動
は
、ぶ
し
ゅ
か
ん
の

実
り
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、地
域
の
皆
さ

ま
と
手
を
取
り
合
っ
て
確
実
に
実
を
増

や
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
幡
多
農
業
高
等
学
校

　
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
科
　
3
年

　
　
毛
利 

千
愛
美（
代
表
）、増
本 

衣
舞

　
　（
副
代
表
）、小
野 

蒼
依
、芝 
美
優
、

　
　
松
田 

千
佳

市民のひろば

交流料理教室

菜の花祭り参加

給食献立試食の日

ち
　 

ゃ
　 

み

あ
お   

い

い
　 

ゔ

み
　 

ゆ

ち
　 

か

●建物の利用者が自ら火災の危険性に関する情報を入手し、安心して建物を利用できるよ
う、重大な消防法令違反のある建物を公表する制度です。

　（重大な消防法令違反とは、建物に義務付けられた屋内消火栓設備、スプリンクラー設備または自動火災
報知設備が設置されていない違反です。）

建物の増改築や用途変更など行う場合、新たに消防用設備等が必要とな
ることがありますので、最寄りの消防署へ事前にお問い合わせください。

関係者の方へ

【問い合わせ先】消防本部・四万十消防署　☎（34）5881 ／西土佐分署　☎（52）1143

『違反対象物の公表制度』

重大な消防法令違反の建物を公表します。
令和2年4月1日開始

し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

30日は『特殊詐欺被害ゼロの日』

　県内では、特殊詐欺被害が絶えません。県警では、毎月30日を、『特殊詐欺被害ゼロの

日』に指定しました。各金融機関・コンビニ等で街頭啓発活動をしています。

　「あやしいな」と少しでも思ったら…

　1人で判断せず、家族や警察などに相談してください。

　地域安全協会では65歳以上の人を対象に各地区等で防犯・交通安全教室を行っています。

　特殊詐欺被害防止・交通事故防止などの講話やDVDの視聴、クイックアーム（敏しょう

性を測定する機械）などをご用意します。少人数でも構いませんので、中村警察署内 地域

安全協会までお気軽にご連絡ください。

【問い合わせ先】中村地区地域安全協会（中村警察署内）　☎（34）0110

　　　　　　　警察相談電話　＃9110
防犯
メモ
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募
　
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
住
宅
の
概
要

　
①
山
間
地
域
定
住
促
進
津
野
川
2
号
住
宅

　
　
所
在
地

　
　
　
西
土
佐
津
野
川
2
7
6
番
地
1

　
　
構
造
　
木
造
平
屋
建（
昭
和
43
年
建
設
）

　
　
募
集
戸
数
　
1
戸

　
　
間
取
り
　
4
・
5
畳
×
2
、3
畳
×
1
、

　
　
　
　
　
　
台
所
、浴
室
、Ｗ
Ｃ

　
　
家
賃
　
月
額
6
3
0
0
円

　
②
山
間
地
域
定
住
促
進
権
谷
3
号
住
宅

　
　
所
在
地

　
　
　
西
土
佐
江
川
2
9
9
7
番
地
1

　
　
構
造
　
木
造
平
屋
建（
昭
和
41
年
建
設
）

　
　
募
集
戸
数
　
1
戸

　
　
間
取
り
　
4
・
5
畳
×
2
、3
畳
×
1
、

　
　
　
　
　
　
台
所
、浴
室
、Ｗ
Ｃ

　
　
家
賃
　
月
額
6
2
0
0
円

▼
入
居
資
格

　（
1
）住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　（
2
）市
内
に
住
所
を
有
す
る
ま
た
は
市
内

　
　
　
に
住
所
を
置
け
る
こ
と

　（
3
）市
税
お
よ
び
市
へ
の
納
付
金
等
を
滞

　
　
　
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
申
込
書
　
左
記
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
5
月
30
日（
木
）か
ら
6
月
20
日（
木
）ま
で

▼
そ
の
他
　

　
入
居
希
望
者
が
複
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課

　
☎（
5
2
）1
1
1
1

四
万
十
市
男
女
共
同
参
画
推
進

協
議
会
委
員
募
集

　　
男
女
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、い
き
い

き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る「
男
女
共
同
参

画
社
会
」を
実
現
す
る
た
め
に
、男
女
共
同
参

画
推
進
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
役
割

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
お
よ
び
男
女
共
同

　
参
画
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
、重
要

　
事
項
を
調
査
協
議
す
る
こ
と
。　
　

▼
組
織
構
成

　
公
募
に
よ
る
市
民
　
4
人
以
内

　
公
共
団
体
等
の
代
表
　
8
人
以
内

　
男
女
共
同
参
画
に
関
し
知
識
お
よ
び
経
験

　
を
有
す
る
人
　
4
人
以
内

▼
任
期
　
3
年
以
内

▼
募
集
人
員
　
4
人
以
内

▼
応
募
資
格

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳

　
以
上
の
人（
令
和
元
年
6
月
1
日
時
点
）

　
平
日
の
日
中
に
開
催
さ
れ
る
協
議
会
に
参

　
加
で
き
る
人

▼
応
募
方
法
　
作
文
の
提
出
　

▼
作
文
の
内
容
等

　「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

　
考
え
て
い
る
か
」

　
男
女
共
同
社
会
に
つ
い
て
、現
状
や
課
題

　
お
よ
び
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、

　
4
0
0
0
字
以
内
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
委
員
は
、審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。

▼
受
付
方
法
　
窓
口
、郵
送
、メ
ー
ル

▼
提
出
期
限
　
6
月
20
日（
木
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
人
権
教
育
係

　
☎（
3
4
）6
2
9
9
　

　E
-m
a
il:w
o
m
a
n
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

平
成
31
年
度（
2
0
1
9
年
度
）

税
務
職
員
採
用
試
験
募
集
要
項

▼
受
験
資
格

　
平
成
31
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高
校
卒
業

　
後
3
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
、令
和
2
年

　
3
月
ま
で
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
、人
事

　
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　
6
月
17
日（
月
）9
時
〜
26
日（
水
）《
受
信

　
有
効
》

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
　

　http://w
w
w
.jinji-shiken.g

o.jp/juken.htm
l

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き
な

　
　
い
場
合
は
、

　
　
高
松
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課
試
験

　
　
研
修
係
☎
0
8
7（
8
3
1
）3
1
1
1

　
　（
内
線
2
4
5
）

　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日
等

　
・
第
1
次
試
験
　
9
月
1
日（
日
）

　
　
会
場
　
高
知
市
ほ
か

　
※
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
採
用
情

　
　
報
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　http://w

w
w
.nta.go.jp/about/recruitm

ent/

　
　zeim

ushoku/03.htm

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
税
務
署
　
総
務
課（
代
表
）

　
☎（
3
5
）2
1
3
5

商
談
会
出
展
者
募
集

  

県
外
へ
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
意
欲
の

あ
る
市
内
事
業
者
を
対
象
に
、首
都
圏
を
中

心
と
し
た
全
国
の
小
売
・
卸
売
業
者
等
と
の

商
談
の
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、商
談
会
に

出
展
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
商
談
会
の
概
要

　
①
第
89
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

　
　
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春
2
0
2
0

　
　
第
27
回
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ

　
　
ル
シ
ョ
ー
春
2
0
2
0

　
　
開
催
日
程

　
　
　
令
和
2
年
2
月
5
日（
水
）〜
7
日（
金
）

　
　
会
場

　
　
　
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト（
東
京
都
江
東
区
）

　
　
募
集
事
業
者
数

　
　
　
1
〜
3
事
業
者
程
度（
調
整
あ
り
）

　
②
第
54
回
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー

　
　
ド
シ
ョ
ー
2
0
2
0

　
　
開
催
日
程

　
　
　
令
和
2
年
2
月
12
日（
水
）〜
14
日（
金
）

　
　
会
場
　
幕
張
メ
ッ
セ（
千
葉
県
千
葉
市
）

　
　
募
集
事
業
者
数

　
　
　
2
事
業
者
程
度（
調
整
あ
り
）

▼
募
集
期
間

　
6
月
3
日（
月
）〜
14
日（
金
）

　
17
時
ま
で（
必
着
）

▼
出
展
対
象
者

　
四
万
十
市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
・
営
業
所

　
を
置
く
事
業
者
の
う
ち
、生
鮮
食
品
、加
工

　
食
品
、飲
料
、酒
類
等
の
製
造（
生
産
）も
し

　
く
は
販
売
が
で
き
る
企
業
ま
た
は
個
人
。

▼
出
展
条
件
・
出
展
負
担
金

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
募
集
要
領
の
と

　
お
り

▼
申
込
方
法

　「
出
展
申
込
書
」お
よ
び「
商
品
規
格
書
」を

　
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
様
式
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
す
る
か
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）観
光
商
工
課
　
商
工
・
雇
用
対
策
係

　
☎（
3
4
）1
1
2
6

18

令
和
元
年
6
月
号



自
分
の
街
を
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
四
万
十
市
観
光
ガ
イ

ド「
L
O
I
L
O
I
し
ま

ん
と
」を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
街
歩
き
ガ
イ
ド

「
史
跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　
6
月
23
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

▼
集
合
場
所
　
為
松
公
園
　
遊
具
前
駐
車
場

▼
コ
ー
ス

　
土
塁
⬇
上
林
暁
の
碑
⬇
幸
徳
秋
水
絶
筆
の

　
碑
⬇
堀
切
⬇
郷
土
博
物
館

▼
参
加
費

　
郷
土
博
物
館
入
館
料
の
み

　
大
人 

4
3
0
円

　
※
65
歳
以
上
は
無
料（
年
齢
確
認
で
き
る

　
　
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。）

　
高
校
生 

1
7
0
円
　
中
学
生
以
下 

無
料

▼
申
込
方
法

　
電
話
、F
A
X
、メ
ー
ル（
氏
名
お
よ
び
連

　
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
締
切
　
6
月
20
日（
木
）17
時
ま
で

メ
ン
バ
ー
募
集
の
お
知
ら
せ

　
四
万
十
市
観
光
ガ
イ
ド「
L
O
I
L
O
I

し
ま
ん
と
」で
は
、ガ
イ
ド
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
小
京
都
の
街
を
私

た
ち
と
一
緒
に
案
内
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
一
社
）四
万
十
市
観
光
協
会

　
☎（
3
4
）1
5
5
5

　
F
A
X（
3
4
）1
1
4
4

　E
-m
a
il:in
fo
@
shim

a
n
to
-k
a
n
k
o
u
.c
o
m

期日

7月27日（土）

8月3日（土）

8月31日（土）

雨天の場合

翌週に延期

中止

翌日に延期

河川増水の場合延期

催し物

なかむら踊りパレード

しまんと提灯台パレード

第69回全日本女郎ぐも相撲大会

しまんと納涼花火大会

時間（予定）

15時30分～18時30分

18時30分～21時30分

10時～13時

16時～21時

今年も四万十市の夏の一大行事「しまんと市民祭」を盛大に開催します！

■なかむら踊り・しまんと提灯台パレード参加団体募集

■しまんと市民祭のポロシャツを販売します！

第15回 しまんと市民祭

【問い合わせ先】しまんと市民祭実行委員会事務局　（市）観光商工課　☎（34）1126　FAX（34）2525

　なかむら踊り・しまんと提

灯台パレードへの参加を希望

する団体を募集しています。

多くの皆さまの参加をお待ち

しています！ぜひ事務局まで

お申し込みください。

　しまんと市民祭実行委員会

では、祭りを盛り上げるため

のツールとしてポロシャツを

販売します。本市のシティプ

ロモーションロゴ「川ととも

に生きるまち」も活用したデ

ザインで、速乾性に優れた

メッシュ素材です。詳しくは、

事務局までお問い合わせくだ

さい。
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小
京
都
ゆ
か
た
Ｄ
Ａ
Ｙ

7
月
5
日（
金
）

　
市
で
は
、小
京
都
中
村

の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
7
月

7
日
の
全
国
浴
衣
の
日

に
あ
わ
せ
て
、浴
衣
勤
務

を
実
施
し
て
い
ま
す
。今

年
は
7
日
が
日
曜
日
の

た
め
、5
日（
金
）に
実
施

し
ま
す
。あ
わ
せ
て
市
内

事
業
者
の
皆
さ
ま
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
事
業

者
の
皆
さ
ま
、ぜ
ひ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
格
的
な
夏
を
前
に
、皆
さ
ん
も
浴
衣
を

着
て
涼
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
は
8
月
31
日

（
土
）「
し
ま
ん
と
市
民
祭
納
涼
花
火
大
会
」に

て
開
催
予
定
で
す
。

ア
ジ
サ
イ
の
剪
定
作
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

　
翌
年
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に

剪
定
作
業
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
30
日（
日
）7
時
〜
11
時

▼
場
所
　
安
並
水
車
の
里（
ト
イ
レ
付
近
）

▼
用
意
す
る
も
の

　
剪
定
ば
さ
み
、軍
手
、ア
ジ
サ
イ
を
持
っ
て

　
帰
る
袋
な
ど
、各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　
6
月
26
日（
水
）

　
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）観
光
商
工
課
　
観
光
係

　
☎（
3
4
）1
7
8
3

教
室
・
講
座

①
働
く
婦
人
の
家
講
座

骨
盤
体
操

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、健
康
づ
く
り
に
、楽
し
く

骨
盤
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

▼
日
時

　
6
月
25
日
〜
8
月
27
日（
毎
週
火
曜
日
・
全

　
10
回
）

　
19
時
〜
20
時

▼
場
所

　
働
く
婦
人
の
家
　
1
階
　
軽
運
動
室

▼
対
象

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員
　
18
人

▼
講
師
　
シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、運
動
靴（
上

　
履
き
）、飲
み
物

▼
申
込
受
付

　
6
月
11
日（
火
）〜 

　
9
時
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
、日
を
除
く
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
、電
話
で
受
付

②
働
く
婦
人
の
家
講
座

パ
ド
マ
・
ヨ
ー
ガ
療
法

　
や
さ
し
い
動
き
で
、
無
理
せ
ず
自
分
の

ペ
ー
ス
で
で
き
る
の
で
、初
心
者
に
も
お
す

す
め
の
ヨ
ー
ガ
で
す
。

▼
日
時

　
7
月
2
日
〜
8
月
6
日（
毎
週
火
曜
日
・
全

　
6
回
）

　
19
時
〜
20
時
30
分

▼
場
所
　
働
く
婦
人
の
家
　
2
階
　
和
室

▼
対
象
　

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員
　
12
人

▼
講
師
　
野
村 

厚
子

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
物

　
飲
み
物
、バ
ス
タ
オ
ル
2
枚
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
ま
た
は
敷
物
用
バ
ス
タ
オ
ル
1
枚

▼
申
込
受
付

　
6
月
13
日（
木
）〜

　
9
時
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
、日
を
除
く
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

③
働
く
婦
人
の
家
講
座

ゆ
か
た
着
付
け
講
座（
西
土
佐
）

　
夏
に
向
け
て
、ゆ
か
た
が
好
き
な
あ
な
た
、

お
祭
り
が
好
き
な
あ
な
た
、こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
6
月
20
日（
木
）、27
日（
木
）（
全
2
回
）

　
19
時
〜
20
時
30
分

▼
場
所

　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
　
和
室
研
修
室

▼
対
象

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

　
女
性

▼
定
員
　
10
人

▼
講
師
　
谷
岡 

八
重
子

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
物

　
ゆ
か
た
一
式（
ゆ
か
た
・
半
幅
帯
・
伊
達
締

　
め
1
本
・
前
板
1
枚
・
腰
紐
2
本
）

▼
申
込
受
付

　
6
月
4
日（
火
）〜

　
9
時
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
、日
を
除
く
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

※
①
②
③
と
も
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が

　
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。

【
①
②
③
の
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
働
く
婦
人
の
家
　
☎（
3
4
）6
2
9
9

四万十いやしの里
休館のお知らせ

　四万十いやしの里では、「四万十いやしの湯」
およびレストラン「山川海」の機械設備点検等
のため、6月24日（月）10時から6月27日（木）15
時までの間休館いたします。

【問い合わせ先】四万十いやしの里 ☎（31）5111
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幸
徳
秋
水
研
究
会

▼
日
時
　
毎
月
第
2
日
曜
日
　
13
時
30
分

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
小
会
議
室
Ⅱ

▼
当
面
の
テ
ー
マ
　

　
6
月
9
日
　
秋
水
と
安
岡
良
亮

　
7
月
14
日
　
秋
水
と
桑
原
戒
平

　
8
月
11
日
　
秋
水
と
小
野
道
一

※
参
加
自
由
・
無
料

　（
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
　
尾
﨑 

清

　
☎
0
9
0-

9
4
5
8-

7
8
3
3

第
50
回
幡
多
ふ
れ
あ
い
医

療
公
開
講
座

▼
日
時
　
6
月
9
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所
　

　
大
月
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　（
大
月
町
弘
見
２
０
１
８-

１
）

▼
講
義
内
容

　
①
タ
バ
コ
の
罠

　
　
高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　
総
合
診
療
部
　
助
教
　
北
村 

聡
子

　
②
簡
単
に
　
楽
し
く
　
健
康
な
食
事
を

　
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
　
管
理
栄
養
士
　

　
　
井
上 

那
奈

▼
参
加
費
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
　
経
営
事
業
課

　
☎
0
8
8
0（
6
6
）2
2
2
2（
代
表
）

　（
市
）健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

人
権
ふ
れ
あ
い
講
座

　
日
常
生
活
の
な
か
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
に
、企
業
・
団
体
、市
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
人
権
講
座
を
左
記

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
身
近
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、皆
さ
ま
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
1
階
　
大
会
議
室
　
　

▼
募
集
人
員
　
60
人

▼
対
象
者
　
市
民
、企
業
、団
体

▼
申
込
期
限
　
6
月
25
日（
火
）ま
で（
土
・
日
は
除
く
）

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。企
業
、団
体
な
ど
は
、別
途
申
込
書

　
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
　
☎（
3
4
）5
7
5
1（
F
A
X
兼
用
）

「
れ
ん
け
い
こ
う
ち
　
防
災
人
づ
く
り
塾
」の
開
催

に
つ
い
て

　
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
、高
知
市
主
催
の「
防
災

人
づ
く
り
塾
」が
開
講
さ
れ
ま
す
。四
万
十
市
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と

し
て
、映
像
と
音
声
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
さ
れ
、大
型
ス
ク
リ
ー

ン
を
通
じ
た
受
講
が
可
能
で
す
。

　
受
講
料
は
無
料
で
、事
前
の
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
会
場
　
四
万
十
市
役
所
　
３
階
会
議
室

▼
時
間
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）地
震
防
災
課
　
☎（
３
５
）２
０
４
４

　
高
知
市
　
防
災
政
策
課
　
☎
0
8
8（
8
2
2
）8
1
1
1

テーマ

地震のしくみと被害

災害情報の入手と発信

風水害と対策

身近でできる防災対策

避難と避難行動

地域の自主防災活動

災害とボランティア活動

耐震診断と補強

講　師

高知大学　松岡 裕美氏

東北大学　西山 大機氏

静岡大学　牛山 素行氏

高知県立大学　島田 郁子氏

兵庫県立大学　木村 玲欧氏

高知県立大学　神原 咲子氏

神戸学院大学　安富 信氏

高知大学　原 忠氏

日程

6月26日（水）

7月5日（金）

7月11日（木）

7月18日（木）

7月29日（月）

8月6日（火）

8月20日（火）

8月29日（木）

※1回のみの参加も可能です。

日　　時

第1講座

6月27日（木）

13時30分～15時

第2講座

7月2日（火）

13時30分～15時

第3講座

7月9日（火）

13時30分～

15時15分
　

第4講座

7月16日（火）

13時30分～15時

講　　師

講師： 植田 美和子さん

（こうち男女共同参画セ

ンター「ソーレ」講師）

講師： 未定

講師： 池本 正明さん

（高知県人権啓発セン

ター）

講師： 高橋 大輔さん

（西部教育事務所）

内　　容

テーマ：ワークライフバ

ランス（男女共同参画）

※男女共同参画週間

　講演会

テーマ：更生保護～立ち直

りを支える地域のチカラ～

※社会を明るくする運動 

　講演会

テーマ：だれもが幸せに

くらすために～同和問題

解決のために～

※部落差別をなくする運

　動強調旬間 講演会

テーマ：地域で子どもた

ちを守るために

※子どもの人権110番週

　間 講演会

※講演内容は変更になる場合があります。
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男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

　
四
万
十
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会（
へ

ル
ス
メ
イ
ト
）に
よ
る
男
性
の
た
め
の
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
６
月
22
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
会
場
　
市
立
中
央
公
民
館
　
調
理
実
習
室

▼
対
象
者
　
四
万
十
市
に
お
住
ま
い
の
男
性

▼
定
員
　
12
名
程
度

▼
調
理
内
容（
予
定
）

　
わ
か
め
と
豚
肉
の
し
ょ
う
が
炒
め
、ポ
テ

　
ト
サ
ラ
ダ
、万
能
ね
ぎ
み
そ
、み
そ
汁

▼
参
加
費
　
無
料（
米
1
カ
ッ
プ
を
持
参
）

▼
申
込
方
法
　
電
話

　
※
名
前
、住
所
、連
絡
先
、年
齢
を
ご
連
絡

　
　
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
6
月
18
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係
内

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
事
務
局

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

催
　
し

第
62
回
　
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

　
高
知
新
聞
社
・
R
K
C
高
知
放
送
・
高
知
新

聞
社
会
福
祉
事
業
団
の
主
催
に
よ
る
金
婚
夫

婦
祝
福
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、次
の
要
領
に
よ
り
、お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
式
典
日
時
　
9
月
1
日（
日
）14
時
開
式

▼
式
典
会
場
　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

▼
資
格

　
昭
和
44（
1
9
6
9
）年
1
月
1
日
か
ら
同

　
年
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
高
知
県

　
在
住
の
ご
夫
婦（
そ
れ
以
前
の
結
婚
で
も

　
初
め
て
参
加
さ
れ
る
人
は
可
）

▼
申
込
先（
申
し
込
み
先
ご
と
に
、受
付
期
限

　
が
異
な
り
ま
す
。）

　
・
〒
7
8
0
‐
8
6
6
6

　
高
知
市
本
町
3
‐
2
‐
15

　（
株
）高
知
新
聞
企
業
事
業
部「
金
婚
式
」係

　
6
月
17
日（
月
）必
着

　
・
〒
7
8
7
‐
8
5
0
1

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
‐
10

　
四
万
十
市
役
所 

高
齢
者
支
援
課
　
高
齢
者

　
福
祉
係

　
6
月
13
日（
木
）必
着

　
・
〒
7
8
7
‐
1
6
0
3

　
四
万
十
市
西
土
佐
用
井
1
1
1
0
‐
2
8

　
西
土
佐
総
合
支
所 

保
健
課

　
6
月
12
日（
水
）必
着

▼
必
要
書
類

　
・
便
せ
ん
等
に
ご
夫
婦
の
①
氏
名（
ふ
り
が

　
な
）、②
生
年
月
日
、③
年
齢
、④
職
業（
無

　
職
の
場
合
は
元
職
）、⑤
郵
便
番
号
、⑥
住

　
所（
ふ
り
が
な
）、⑦
電
話
番
号（
携
帯
電
話

　
含
む
）、⑧
結
婚
記
念
日
、⑨
氏
名
等
の
新

　
聞
掲
載
可
否
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
に
よ
る
応
募
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
込
用

　
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
に
よ
る
申
し
込
み
は
、高
知
新
聞
企
業

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp
s:/
/
w
w
w
.k
o
c
h
i-

　s
k
.c
o
.jp
/
e
v
e
n
t/
k
in
k
o
n
.h
tm
l

）で
詳

　
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
株
）高
知
新
聞
企
業
事
業
部「
金
婚
式
」係

　
☎
0
8
8（
8
2
5
）4
3
2
8

　（
本
庁
）高
齢
者
支
援
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
☎（
3
4
）8
0
6
6

　（
総
合
支
所
）保
健
課

昭和の戦争体験を次の世代に伝える催し
　「平成」から「令和」になって初めての夏を迎えます。昭和も遠くなり、戦争の惨禍を伝えられることので
きる世代も限られてきている今、いくつかの行事を通じ、次の世代に平和の大切さを伝えたいという思い
から、下記の行事を計画しています。ぜひご参加ください。

戦争に関するパネル・資料展等
▶日時　6月29日（土）～7月6日（土）9時～17時（最終日は15時まで）
▶場所　市立中央公民館
高知空襲の話・中村空襲の話・すいとん試食会（戦争中と現在のすいとん食べ比べ）
▶日時　6月29日（土）～30日（日）10時～15時　 

＜高知空襲の話＞29日 13：00～14：00　30日 10：00～11：00
＜中村空襲の話＞29日 ①10：30～ ②11：30～ ③14：30～　30日 ④11：30～ ⑤13：00～ ⑥14：00～

▶場所　市立中央公民館
※公民館での催しは無料です

女優たちが作成し、女優たちが読み継いだ　原爆朗読劇「夏の雲は忘れない」
▶日時　7月7日（日） 13時30分開場　14時開演（15時30分終演予定）
▶場所　市立文化センター
▶チケット代　一般（前売り）2,000円　（当日）2,500円　小・中・高校生 1,000円
▶出演者

【問い合わせ・チケット申込先】
　主催：朗読劇「夏の雲は忘れない」実行委員会　永野 侃　☎090-2782-4705　谷 恵子　☎080-1996-5526
　共催：四万十市教育委員会　（公財）高知新聞厚生文化事業団　助成事業

長内美那子 川口敦子 高田敏江 寺田路恵 日色ともゑ 山口果林

それぞれの
体験話
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四
万
十
川
花
紀
行「
安
並
水
車

の
里 
紫
陽
花
ま
つ
り
」

　
安
並
水
車
の
里
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
田
園
風
景
を
彩
る
ア
ジ
サ
イ
と
水
車
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
6
月
８
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
※
小
雨
決
行
、荒
天
の
場
合
は
中
止

▼
場
所
　
安
並
水
車
の
里

▼
イ
ベ
ン
ト
　

　
手
作
り
水
車
の
実
演
、地
域
物
産
等
の
販

　
売
な
ど

▼
主
催
　
四
万
十
市
観
光
振
興
連
絡
会
議

▼
そ
の
他

　
・
臨
時
駐
車
場

　
　
後
川
左
岸
の
堤
防
上
駐
車
場（
市
街
地

　
　
よ
り
後
川
橋
通
過
後
す
ぐ
左
折
）

　
　
※
入
り
口
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

　
　
　
さ
い
。

　
・
交
通
規
制

　
　
水
車
の
里
へ
の
進
入
道
路
は
車
両
通
行

　
　
禁
止
予
定
で
す
。

　
　
※
農
作
業
用
車
両
等
は
除
く
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
一
社
）四
万
十
市
観
光
協
会

　
☎（
3
4
）1
5
5
5

▼スタート
　100kmの部　5時30分  蕨岡中学校前
　 60kmの部 10時 四万十町こいのぼり公園前

▼参加定員
　2,400名
　100kmの部：1,800名　60kmの部：600名

▼ボランティア期間・人員（予定）
　10月18日（金）～20日（日）
　1,200名（中村地域）　340名（西土佐地域）

▼年齢
　・原則として中学生以上とさせていただきます。
　・高校生以下の人は親権者の承諾が必要です。

▼支給物品（予定）
　・スタッフジャンパー（昨年までと同様のため、
　  お持ちの人はご遠慮ください。）
　・スタッフマニュアル
　・弁当（ただし、業務時間等により支給されない
　  場合があります。）

▼申込締切　6月21日（金）まで

▼申込方法　大会事務局までご連絡ください。

　第25回大会を10月20日（日）に開催することが決定しました。ボランティアの皆さまのご理解とご協力
により、25回目の大会を迎えることができることを感謝しています。
　今回も、全国からランナーを迎えるため、大会運営にご協力いただけるボランティアスタッフを募集し
ます。100kmもの長い道のりを走破するには、ボランティアのサポートが絶対に欠かせません。皆さまの
力で、完走を目指すランナーに声援を送りましょう。ご協力をよろしくお願いします。
　25回目の節目の大会ですので、ゲストランナーを呼ぶなどさまざまな記念事業を検討しています。

▼その他
　・事故への対応は、主催者側で加入する保険の範
　  囲内で対応します。
　・ボランティアの内容については事務局で決定
　  します。
　・場所や時間について希望があればお伝えくだ
　  さい。なるべく考慮しますが、希望に添えない
　  場合もあります。
　・昨年ご協力いただいた人も再度申し込みをお
　  願いします。
　・9月下旬から10月初旬にボランティア説明会を
　  中村地域、西土佐地域で行う予定です。
　・20回以上ボランティアで参加いただいた人を
　  対象に、本人および推薦申請による表彰を行っ
　  ています。大会プログラムで紹介し、専用のボ
　  ランティアジャンパーをお渡ししますので、該
　  当する人は申請をお願いします。

【問い合わせ・申込先】
　四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局
　（中村地域）
　〒787-0008　四万十市右山五月町8-22
　市立中央公民館内
　☎(34)0606  FAX（35）4260
　E-mai l :sport@city.shimanto. lg.jp
　（西土佐地域）
　〒787-1603　四万十市西土佐用井1101-5
　西土佐ふれあいホール内
　☎(52)1110　FAX（52）1446
　E-mai l :n-culture@city.shimanto. lg.jp

第25回 四万十川ウルトラマラソン

10月20日（日）開催！
≪ボランティア募集≫
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教
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・
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康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



韓
国
映
画「
金
子
文
子
と
朴
烈
」

上
映
会

　
旧
刑
法
73
条（
大
逆
罪
）が
適
用
さ
れ
た
事

件（
大
逆
事
件
）は
、幸
徳
秋
水
ら
が
処
刑
さ

れ
た
事
件
以
外
に
3
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
朝
鮮
独
立
三
・
一
事
件
か
ら

1
0
0
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、近
代
日
朝
関

係
史
を
朝
鮮
の
視
点
か
ら
学
び
、か
つ
大
逆

事
件
の
真
実
を
考
え
る
た
め
、関
東
大
震
災

の
際
、在
日
の
朝
鮮
独
立
運
動
家
朴
烈
と
金

子
文
子
が
逮
捕
さ
れ
た
、大
逆
事
件
の
1
つ

で
あ
る「
朴
烈
事
件
」を
テ
ー
マ
に
し
た
２
０

１
７
年
韓
国
映
画
を
上
映
し
ま
す
。（
主
演
　

イ
・
ジ
ェ
フ
ン
、チ
ェ
・
ヒ
ソ
）

▼
日
時

　
6
月
16
日（
日
）10
時
〜
、13
時
〜
、16
時
〜

▼
会
場
　
市
立
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
上
映
協
力
券

　
前
売
り
1
0
0
0
円
、当
日
1
2
0
0
円

　（
学
生
・
障
害
者
　
各
2
0
0
円
引
き
）

▼
主
催
　
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会

▼
後
援
　
四
万
十
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
田
中 

全

　
☎
0
9
0-

6
8
2
7-

9
1
2
9

ス
ポ
ー
ツ

初
心
者
合
気
道
教
室

　
合
気
道
は
、年
齢
・
性
別
そ
し
て
体
格
や
腕

力
に
一
切
関
係
な
く
、自
然
の
動
き（
円
運
動
）

と
気
の
養
成（
呼
吸
法
）を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

一
生
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
近
代
武
道
で
す
。

　
健
康
増
進
・
美
容
ま
た
護
身
術
と
し
て
、一

度
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間

　
7
月
2
日（
火
）〜
8
月
2
日（
金
）

　
毎
週
　
火
・
金
曜
日
　
19
時
30
分
〜
21
時

　
計
10
回

▼
会
場
　
安
並
運
動
公
園
　
武
道
館

▼
定
員
　
10
人
程
度

▼
参
加
料
　
1
0
0
0
円

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

▼
申
込
期
間
　
6
月
5
日（
水
）〜
24
日（
月
）

▼
主
催
　
高
知
県
合
気
道
連
盟
中
村
合
気
会

※
当
日
は
、運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

　
く
だ
さ
い
。

※
ケ
ガ
や
事
故
に
つ
い
て
は
主
催
者
が
加
入

　
す
る
保
険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま

　
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
公
財
）四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　
☎（
3
4
）2
0
7
1

健
康
・
福
祉

精
神
保
健
福
祉
相
談

　
精
神
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
の
疑
い
の

あ
る
人
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
、精
神
科
医

師
に
よ
る
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
26
日（
水
）

▼
時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所
　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
等

▼
受
付
件
数
　
2
件
ま
で

▼
受
付
締
切
　
6
月
12
日（
水
）

※
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
　
健
康
障
害
課

　
☎（
3
4
）5
1
2
4

パ
ク 

ヨ
ル

▼募集対象者　
　40歳以上の市内に住所を有する人
　（令和2年3月31日現在)

▼脳ドック検診を受けられない人
　次のいずれかに該当する人はお申し込みできま
　せん。申し込み前に必ずご確認ください。
　□ 脳の疾患で治療中の人または過去に治療を受
　　 けたことがある人
　□ 心臓ペースメーカーを装着している人
　□ 体内に金属や電子機器が埋め込まれている人
　□ 体に入れ墨をしている人
　□ 閉所恐怖症の人
　□ 1時間程度のあおむけができない人
　□ 生活習慣病予防に関する健康診査（特定健診
　　 など）を受診する予定のない人
　□ 職場等で脳ドック検診の費用助成を受けるこ
　　 とができる人

▼再募集人数
　38人
　市民病院（34人）、市民病院以外（4人）
　※ＭＲＩ、ＭＲＡを含む脳ドック検診を実施して
　　いる医療機関等（県内外問わず）
　※申込者が再募集人数を越える場合は、過去に市

　　の脳ドック検診費用助成を受けたことがない
　　人を優先し、抽選にて助成対象者を決定します。
　　（抽選結果は後日個別通知）

▼申込期間　6月3日（月）～14日（金）※土、日除く

▼申込方法
　窓口・郵送（当日消印有効）および電話　
　※電話での申し込みの場合は仮受付となるため、
　　助成対象者の決定後に改めて書面による申請
　　手続きが必要となります。

▼その他
　検診費用、検査内容等については、受診する医療
　機関で異なります。
　市民病院以外で受診する場合は、一度全額自己負
　担し、後日市へ助成金の申請をしてください。
　（17,500円を限度とし、検診費用の7割を助成）
　市民病院以外で受診する場合は、交付決定後に医
　療機関を予約し、令和2年2月末までに受診してく
　ださい。市民病院で受診する場合は、市民病院か
　ら受診日を連絡します。

【問い合わせ・申込先】
　（本庁）健康推進課　健康増進係　☎（34）1115
　（総合支所）保健課　保健係　☎（52）1132

次のとおり、脳ドック検診費用の助成を希望する人を再募集します。

脳ドック検診費用助成について（再募集）
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【連載】 けんこうだより㉕【連載】 けんこうだより㉕【連載】 けんこうだより㉕
放っておいたら大変！歯周病

　歯周病は口の中だけの問題だと思っていませんか？実は歯周病は、全身のさまざまな疾患と関
係があります。いつまでも自分の歯で楽しく食事ができるよう、日々の予防を心がけましょう。
　歯周病は口の中だけの問題だと思っていませんか？実は歯周病は、全身のさまざまな疾患と関
係があります。いつまでも自分の歯で楽しく食事ができるよう、日々の予防を心がけましょう。

●歯周病とは？
　口の中の歯周病菌などが原因で、歯を支えている組織が徐々に壊されていく病気です。進行すると歯を
支える骨が溶けて歯が揺れはじめ、最終的には抜け落ちてしまいます。
●歯周病と関係のある全身疾患
　①糖尿病
　　歯周病菌が糖尿病を悪化させたり、高血糖の人は抵抗力が低下し、歯周病が悪化してしまいます。
　②動脈硬化
　　歯周病菌が血管を狭めて動脈硬化を起こし、最悪の場合血管が詰まったり破裂することもあります。
　③早産・低出生体重児出産
　　歯周病菌が作り出す炎症物質が、子宮の収縮を促すといわれています。
　④誤嚥性肺炎（ごえんせいはいえん）
　　食べものや異物を誤って気管や肺に飲み込んでしまうことで発症します。誤嚥性肺炎の原因となる細
　　菌の多くは歯周病菌であるといわれており、予防には歯周病のコントロールが重要です。
●歯周病を予防するには？ 
　　原因は歯の磨き残しによるプラーク（歯垢）です。歯磨きは、ただ「磨く」のではなく、「プラー
　クを落とす」ことを意識して行いましょう。歯と歯の間などは、歯間ブラシやデンタルフロスな
　どの道具を使うこともおすすめします。かかりつけ歯科医をもち、定期的に状態をチェックし
　てもらうことも大切です。
●成人歯科健康診査
　　市では歯周病やむし歯などの早期発見・早期治療を目的に成人歯科健康診査を実施していま
　す。助成対象者は、令和2年3月31日までに満年齢で30歳、40歳、50歳、60歳、70歳になる人です。

【問い合わせ先】
　（本庁）健康推進課　地域保健係　☎（34）1823　　（総合支所）保健課　保健係　☎（52）1132

～市民病院だより～ vol.11　レントゲン室の紹介

外来延患者数

　内科

　外科

　整形外科

　脳神経外科

　泌尿器科

　透析

入院延患者数

4,091人

2,144人

158人

492人

333人

421人

543人

1,889人

〇平成31年4月外来・入院延患者数 　レントゲン室では診療放射線技師4名体制で、一般撮影、CT、
MRI、Ｘ線TV、骨密度測定の各検査を行っています。
　一般撮影において、平成29年度に撮像素子を、平成30年度にＸ
線管装置を更新することにより、エックス線一般撮影の新しいシ
ステムの導入を図りました。これにより、従来と比べ、低線量で高
画質な画像を取得することができ、検査効率の向上により、検査
時間の短縮が可能となりました。
　検査の内容によっては、お待たせすることもありますが、安全、
安心な検査を行い、診断価値の高い画像情報を提供できるよう心
がけております。
【問い合わせ先】市民病院　☎（34）2126
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所し
ての相談にも応じます。　　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

保 育 所 名

八束保育所

東山保育所

あおぎ保育所

下田保育所

もみじ保育所

東中筋保育所

愛育園

利岡保育所

蕨岡保育所

6月10日

6月12日

6月13日

6月13日

6月14日

6月14日

6月18日

6月19日

★6月21日
7月 4日

月

水

木

木

金

金

火

水

金

木

時　間

9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～11：00

10：00～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～11：00

駐車場

数台有

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　親子ふれあい活動

もみじで遊ぼう
みんなで、もみじ保育所にある分室に行きましょう！もみじ

保育所のお友だちと一緒に、砂場やすべり台で遊ぼうね♪

6月13日(木)　9：30～11：00

子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

時

場

七夕飾りを作ろう
かわいい手形をとって七夕飾りを作りましょう。願いごとも

考えて来てね♪

6月17日（月）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

時

場

時

場

七夕飾りを作ろう
お母さんと一緒に七夕の飾りを作るよ。できたらホールの笹

に飾ろうね。願いごとも考えて来てね！

①グループ　6月20日（木）、②グループ　21日（金）

9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

これから子どもたちの大好きな水遊びの季節です。でも危

険もいっぱい！そこで、水難防止についてのお話やAEDの

使い方など四万十市の消防士さんにお話を聞きましょう。

6月11日（火）　10：00～11：30

子育て支援センター

◆ぽっぽの広場（救命救急講座） 妊婦・0・1・2・3歳児対象

時

場

時

場

お母さんたちのちょっと一息、ブレイクタイム！みんなで

お茶を飲みながらおしゃべりを楽しみませんか？おやつ

は持って来てね！お母さんの飲み物は用意します。参加さ

れる人は、お茶代100円持参してください。

「ぴよちゃんクラブ」　6月27日（木）　10：00～11：30

「1、2、3歳児」（ぽっぽ）　6月28日（金）　10：00～11：30

子育て支援センター

◆おしゃべり喫茶

みんなでにぎやかに、歌ったり踊ったり七夕まつりを楽し

みましょう。

みんなの願いごと、叶うといいね…

「ぴよちゃんクラブ」　7月4日（木）　9：30 ～11：30

「1、2、3歳児」（ぽっぽ）　7月5日（金）　9：30 ～11：30

子育て支援センター

◆七夕まつり

　　その他の活動　

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター
“ ぽっぽ ”

右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

※初めて参加を希望される人は、準備などの都合がありま

すので、あらかじめご連絡ください。①などの番号がつい

ている活動は、日程ごとにグループに分かれます。

〝
か
ら
だ
喜
ぶ
ご
は
ん
〞

を
知
ろ
う
！
四
万
十
市
食

育
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　
四
万
十
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主
催

の
食
育
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
に
よ
る
、「
か
ら
だ
喜
ぶ
ご
は
ん
」

レ
シ
ピ
の
紹
介
や
試
食
の
ほ
か
、幡
多
栄
養

士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
栄
養
士
協
力
に
よ
り
、

食
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
食
事
診
断

も
行
い
ま
す
。

　
お
子
様
も
、ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
食
事

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

＜

食
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
は
？＞

　
普
段
の
食
事
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
フ
ー

ド
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
、栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
診
断
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
23
日（
日
）9
時
30
分
〜
14
時

▼
場
所

　
ア
ピ
ア
さ
つ
き
1
階
テ
ナ
ン
ト

　（
右
山
五
月
町
8-

13
）

▼
主
催

　
四
万
十
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
、四

　
万
十
市
、幡
多
福
祉
保
健
所
管
内
栄
養
士

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係
内

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
事
務
局

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

◎園庭開放日のうち、一日のみ園内見学日を設けます。（★の表示）
園内を見学させてもらったり、いろいろ話を聞くことができます。
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一からはじめる健康玉手箱　vol.12
～“はつらつデイ”で心も身体もリフレッシュ～

　デイケアセンター「一条の里」で介護予防活動の一つとして行われている“はつらつデイ”をご紹介
します。
　“はつらつデイ”の一日は送迎バスから降りる利用者の元気な挨拶や笑顔で始まります。利用者は地
域ごとに班編成されており、顔見知りの人同士での参加も多く、健康チェックの待ち時間や自分の予
定を確認するカレンダー作成で会話も弾みます。
　昼食前には、唾液の出や飲み込みを良くし、おいしくご飯が食べられるように「かみかみ百歳体操
(口腔体操)」を取り入れています。昼食は、「やっぱり皆で食べるとおいしい」「こんな品数は家では作ら
ん」「味もええ！」と身体だけでなく心の栄養にもなっているようです。
　昼食後は、「いきいき百歳体操（筋力アップ体操）」で日常生活でよく使う筋肉を動かします。筋力は、
適度に運動し正しく鍛えれば何歳になっても向上するといわれています。「ふくらはぎも張るね。体操
も身体にええね。」「ここに来たら元気になるね。」と利用者も効果を実感しながら取り組んでいます。
　その他、脳トレクイズなどのゲームでは笑い
の渦が起こるなど、心も身体もリフレッシュで
きる時間となっています。“はつらつデイ”は、
季節に応じた内容を盛り込むなど、楽しみなが
ら介護予防に取り組めるよう工夫しています。
参加希望の人はぜひお問い合わせください。
○申込先：四万十市多目的デイケアセンタ－
　　　　 「一条の里」　☎（34）3636

【問い合わせ先】（市）高齢者支援課　高齢者福祉係　☎（34）8066

食の案内人人人
食育編

　「よく噛んで食べましょう」よく聞く言葉ですね。上手に噛めない子が増えていますが、しっかり噛
んで食べられるかは離乳食の食べ方でも違ってきます。また、市では、乳幼児期に虫歯がある人の割
合が高くなっています。よく噛んで食べることは、虫歯の予防にもなるため、日ごろからよく噛んで
食べるよう心がけましょう。今回は、噛みごたえのあるおやつのレシピを紹介します。簡単にできる
ので、ぜひ子どもさんと一緒に作ってみてください。

ポンデケージョ

＜材料＞5㎝程度15個分
じゃがいも　300ｇ
ベーコン　　48ｇ
米粉　　　　72ｇ
片栗粉　　　72ｇ
粉チーズ　　30ｇ
サラダ油　　36ｇ
水　　　　　30ml

① じゃがいもは大きめに切り、水にさらす。
② ベーコンは細かく刻む。
③ ①の水を切り、軟らかくゆでるか、電子レンジで
　 加熱し、熱いうちにつぶす。
④ ③に米粉、片栗粉、粉チーズ、油、水を入れて混ぜ、
　 ベーコンを加えてさらに混ぜる。
⑤ ④を丸め、天板に並べ、180℃のオーブンで20分程
　 度焼く。

四万十市子育て支援課　管理栄養士　尾﨑愛

栄養成分（1個分）
エネルギー：93kcal
たんぱく質：1.9g
脂質　　　：4.3g
食塩相当量：0.1g

～よく嚙んで食べるといいことがいっぱい～

・食べ物の消化を助ける　・虫歯予防　・肥満予防　・脳が活性化される

・味覚の発達　・ガン予防　・表情が豊かになる　など
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1年に1度は健診を

特定健診結果説明会

3か月児・7か月児健診

特定健診（注1）・前立腺がん検診

胸部レントゲン（肺がん・結核検診）

3歳児健診

胃がん（バリウム）検診

ひまわり健診・前立腺がん検診

乳幼児相談・ミニ講話

子宮頸がん検診

乳がん検診（注2）

子宮頸がん検診

乳がん検診

7か月児・10か月児健診

胃がん（バリウム）検診

特定健診（注1）・前立腺がん検診

特定健診結果説明会

胃がん（バリウム）検診

特定健診（注1）・前立腺がん検診

3か月児・7か月児健診

特定健診（注1）・前立腺がん検診

乳がん検診（注2）

九樹集会所

横瀬集会所

有岡集会所

有岡団地集会所

上ノ土居集会所

磯ノ川集会所

生ノ川集会所

健康管理センター

古津賀ふれあい会館

健康管理センター

口屋内出張診療所

津野川集会所

健康管理センター

武道館（安並）

武道館（安並）

健康管理センター

わかふじ寮（蕨岡甲）

江ノ村集会所

荒川地区集会所

森沢集会所

東中筋老人憩の家

間集会所

愛ハピネス

竹島小学校体育館

健康管理センター

文化センター

九樹

横瀬

有岡・民部

有岡団地

上ノ土居

磯ノ川

生ノ川

古津賀・古津賀第1団

地・古津賀第2団地・古

津賀1～4丁目・古津賀

（雅ケ丘団地）※胃がん

申込者は7/25で案内

権谷・押谷・中組・半

家・本村・津野川・長生

奥屋内上・奥屋内下・

黒尊・口屋内・玖木

津野川・津賀・橘

中筋・東中筋・八束・後川地区

中筋・東中筋・八束・後川地区

具同地区の一部

東山・大川筋地区

東山地区の一部・大川筋地区

蕨岡・西富山地区

蕨岡・西富山地区

江ノ村・西ノ谷

荒川

森沢

楠島・楠島団地

間

国見・一本松

井沢・竹島・鍋島・

双海・井沢団地

井沢・竹島・鍋島・

双海・井沢団地

竹島

大橋通1～4丁目・本町1

～5丁目・京町1～5丁目・

一条通1～5丁目・東町1

～3丁目・新町1～5丁目

中村地区の一部

9：00～9：30

10：00～10：30

11：00～12：00

13：30～14：00

14：30～14：50

15：20～15：40

16：00～16：20

12：50～13：30

8：30～11：00、13：30～15：00

個別通知

12：50～13：30

8：30～9：00

9：00～10：00

13：30～14：30

9：30～11：00

9：20～11：30、13：20～15：30

9：20～11：30、13：20～15：30

12：50～13：30

8：00～10：00

8：30～11：00

9：30～10：00

10：30～11：00

11：30～12：00

13：30～14：00

14：30～15：00

15：30～16：00

8：00～10：00

8：30～11：00

13：30～14：30

12：50～13：30

8：30～11：00、13：30～15：00

9：20～11：30、13：20～15：30

6日（木）

12日（水）

13日（木）

19日（水）

20日（木）

24日（月）

25日（火）

26日（水）

27日（木）

28日（金）

2日（火）

3日（水）

4日（木）

時間

6月

7月

事業名月日 場所該当地区

【問い合わせ先】（本庁）健康推進課　☎（34）1115・☎(34)1823　（総合支所）保健課　☎(52)1132

健
診
・
検
診

（注1）特定健診、ひまわり健診は30歳以上の国民健康保険に加入している人、後期高齢者医療保険に加入している人で受診券を送付してい
る人および、40歳以上の協会けんぽ等に加入している被扶養者で受診券を取得している人が対象です。
（注2） 検診申込者が多いため検診日を増やし、人数調整してご案内しています。事前に市が受診券を送付している人が対象となります。
※6月10日までの計画については、広報5月号に掲載しています。（掲載できなかったもののみ掲載します。）
※広報5月号中、東中筋地区で行う特定健診・前立腺がん検診、胃がん検診の実施日に誤りがありました。おわびして訂正します。
　［誤］6月4日（月）→［正］6月4日（火）
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を
対
象
と
し
た
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　
内
容
に
よ
っ
て
は
県
の
補
助
金
も
活
用
で

き
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
例

　
・
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

　
・
道
路
清
掃
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

　
社
会
貢
献
活
動
と
あ
わ
せ
て
行
う
出
会
い

　
イ
ベ
ン
ト

　
・
Ｄ
Ｉ
Ｙ
や
お
菓
子
作
り
な
ど
自
社
事
業

　
を
活
用
し
た
出
会
い
イ
ベ
ン
ト

　
・
自
社
事
業
を
活
用
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

　
講
座

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）子
育
て
支
援
課
　
企
画
係

　
☎（
3
4
）9
0
0
7

就
職
に
関
す
る
悩
み
を
お
聞
き

し
ま
す

　「
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
」「
仕
事
が
続
か
な

い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
子
供

の
将
来
が
心
配
」な
ど
、就
職
の
こ
と
で
お
悩

み
の
若
者（
15
〜
39
歳
）と
そ
の
保
護
者
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
毎
月
第
1
・
第
3
金
曜
日
　
11
時
〜
15
時

▼
会
場

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十
　
地
下
1
階
会
議
室

※
相
談
会
は
事
前
予
約
制
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】　

　
は
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎（
3
4
）9
1
0
0

ダ
ム
・
取
水
ぜ
き
の
放
流
に
つ
い
て

（
四
国
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

　
今
年
も
出
水
期
に
入
り
、集
中
豪
雨
や
台

風
の
発
生
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
四
万
十
川
上
流
の
津
賀
ダ
ム
お
よ
び
佐
賀

取
水
ぜ
き
で
は
、こ
れ
ら
の
出
水
に
備
え
、設

備
の
点
検
・
整
備
を
行
い
、事
故
の
未
然
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

  
ダ
ム
・
取
水
ぜ
き
か
ら
放
流
す
る
際
、ダ
ム

か
ら
旧
西
土
佐
村
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、

　
■
特
に
お
子
さ
ま
が
川
へ
行
っ
て
い
な
い
か

　
■
舟
や
荷
物
な
ど
は
大
丈
夫
か

　
今
一
度
確
認
を
行
っ
て
、水
に
よ
る
事
故

や
災
害
の
防
止
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、沈
下
橋
の
通
行
に
つ
い
て
は
、特
に

安
全
を
確
認
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ダ
ム
放
流
量
等
の
情
報 

は（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）0
1
2
0-

2
7-

5
4
3
0
ま
で

　
・
津
賀
ダ
ム
放
流
量

　
・
佐
賀
取
水
ぜ
き
放
流
量

　
・
昭
和
測
水
所
水
位
　
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
国
電
力
株
式
会
社

　
津
賀
ダ
ム
管
理
事
務
所

　
☎
0
8
8
0（
2
7
）5
3
1
4

　
佐
賀
取
水
ぜ
き
管
理
事
務
所

　
☎
0
8
8
0（
2
2
）0
0
6
9

　
大
川
筋
地
域
に
在
住
の
人
で
、事
前
に
希

望
し
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
人
に
は
、

I
P
告
知
放
送
で
同
様
の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
。

【
登
録
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）地
震
防
災
課
　
☎（
3
5
）2
0
4
4

「おいしい
　きゅう食の時間」

【絵画の部】

・教育長賞

和田　翔太さん
（東山小学校2年）

わ だ しょうた

人権週間事業「人権絵画標語展」入賞作品紹介

【標語の部】

・教育長賞

柿葉　孝心 さん
（中村小学校1年）

かき ば こうしん ぼくたちは
ふわふわことばで
なかなおり

※所属校・学年は受賞当時のものです。

定期相談所
場　所 相談内容 問い合わせ先

（市）総務課　
☎（34）1804

6月20日（木）
13時～16時

社会福祉センター

国や県、市の仕事に対する
苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 
　　　　　平石　眞理子 

行政相談所

日　時
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皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
新
し
い
国
際
交

流
員
の
左
佳
立（
サ
　
カ
リ
ツ
）で
す
。出
身

地
は
中
国
河
北
省
で
、大
学
院
時
代
か
ら
来

日
前
ま
で
北
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
に
北
京
第
二
外
国
語
学
院

大
学
院
を
卒
業
し
、社
会
人
に
な
っ
た
2
年

目
で
す
。
社
会
人
と
し
て
、学
生
時
代
と
の

違
い
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
人
生
の
中
で
海
外
で
の
長
期

の
滞
在
経
験
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
、ず
っ

と
悔
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。先
輩
方
か
ら

は
、国
際
交
流
員
と
し
て
の
経
験
が
、自
分

た
ち
の
人
生
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と

聞
き
、異
文
化
を
融
合
さ
せ
る
過
程
に
、自

分
の
力
で
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
、心

か
ら
感
動
し
ま
し
た
。
仕
事
ぶ
り
と
同
時

に
、日
本
の
様
式
に
適
応
す
る
努
力
も
求
め

ら
れ
る
た
め
、自
分
の
腕
を
磨
き
、経
験
を

豊
か
に
し
た
い
有
志
者
に
と
っ
て
、と
て
も

「
一
期
一
会
」

国際交流員コラム

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
、

両
国
の
友
好
交
流
の
た
め
に
、微
力
を
尽
く

し
て
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
四
万
十
市
に
赴
任
し
て
ま
だ
1
ヶ
月
ほ

ど
で
す
が
、自
然
豊
か
な
環
境
に
心
が
癒
や

さ
れ
て
い
ま
す
。
四
万
十
市
で
の
体
験
と
、

独
自
の
魅
力
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と

シ
ェ
ア
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
四
万
十
市
の
国
際
交
流
員
と

し
て
の
活
動
を
通
し
て
、中
国
と
中
国
文
化

を
紹
介
し
て
い
く
と
同
時
に
、お
互
い
の
理

解
を
深
め
、少
し
で
も
架
け
橋
の
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
、ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
努

力
い
た
し
ま
す
。

　
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
員
は
生
涯
学
習
課
主
催
の
中

国
語
講
座
の
講
師
や
、市
内
の
学
校
、各
種

団
体
に
出
向
い
て
、市
民
の
異
文
化
理
解
の

た
め
の
講
演
や
交
流
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
中
国
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、学
習
し
た

い
団
体
に
は
、国
際
交
流
員
を
派
遣
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
広
報
統
計
係

　
☎（
3
4
）1
8
1
0

四
万
十
市
国
際
交
流
員

左
　
佳
立

サ

カ

リ
ツ

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

おっぱいマンション改修争議

検事の信義

心音

第四の暴力

転生

バシレウス

ブルー

不老虫 

原田　ひ香

柚月　裕子

乾　ルカ

深水　黎一郎

笹本　稜平

塚本　青史

葉真中　顕

石持　浅海

いないいないばあさん

イマジナリーフレンドと

おなかがすいたよジョーンズさん!

おれんち、動物病院 

すだつきたのかわせみ

作り直し屋

徳治郎とボク 

パンダのパンやさん

佐々木　マキ

ミシェル・クエヴァス

リチャード・スキャリー

山口　理

手島　圭三郎

廣嶋　玲子

花形　みつる

岡本　よしろう

★
子
ど
も
映
画
上
映
会
★

○「
オ
ー
プ
ン
・
シ
ー
ズ
ン
」

　
・
日
時
　
6
月
16
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分（
開
場
9
時
45
分
）

　
・
場
所
　
市
役
所
3
階
　
会
議
室

　
・
対
象
　
3
歳
〜
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

　
・
参
加
費
　
無
料
　
　
・
定
員
　
50
席
程
度
　
　
・
申
込
　
不
要

１
年
間
の
上
映
予
定
作
品
を
図
書
館
の
入
口
に
貼
り
だ
し
て
い
ま
す
。

ご
来
館
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　★
一
般
行
事
★

○「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
」

　
・
日
時
　
7
月
6
日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分（
開
場
9
時
50
分
）

　
・
場
所
　
市
立
図
書
館
内
　
多
目
的
ホ
ー
ル
　

　
・
講
師   

四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
家
　
岩
瀬 

晶
子
・
岡 

郁
美
　

　
・
対
象
　
高
校
生
以
上
　
　
・
参
加
費 

　
無
料

　
・
定
員
　
15
人
　
　
・
申
込
　
事
前
申
込
制

※
詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00 June

新着おすすめ8+8
６
月
28
日（
金
）　
館
内
整
理
日

6
令和元年

新着図書（357冊）
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お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

道
倉
 

清
真

杉
本
 

蒼
天

松
岡
 

華
帆

田
辺
 

莉
菜

浦
田
 

晴
生

笹
原
 

柚
月

新
開
 

結
心

竹
内
 

加
凰

佐
竹
 

海
司

せ
い
し
ん

そ
う
た

か
ほ

り
な

は
る
き

ゆ
づ
き

ゆ
い
は

か
お
う

か
い
じ

伸
弘

絢
哉

裕
幸

俊
成

国
宏

翔
也

力和
也

晃
司

（
令
和
1
・
５
・
５
届
出
分
ま
で
）

中
村
丸
の
内

中
村
東
町

不

破

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

赤

松

町

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
が
希
望
さ
れ
た
場

合
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）
市
民
・
人
権
課
　

（
３
４
）
１

１
１
３
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

（
令
和
1
・
５
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

中
村
大
橋
通

中
村
羽
生
小
路

中
村
本
町

中
村
東
町

中
村
東
町

右
山
元
町

994276954384

今
村
 

九
二
枝

川
村
 

真
一

山
 

圀
昭

松
本
 

茂
美

竹
田
 

佳
加

遠
近
 

光
男

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く165165

　
堺
屋
太
一
氏
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
通
産
省
高
級
官
僚
か
ら
大
臣
に

ま
で
昇
り
、
大
阪
万
博
を
主
宰
、
後

年
は
沖
縄
海
洋
博
ま
で
執
行
し
て
、

作
家
と
し
て
も
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を

築
き
上
げ
た
方
で
し
た
。

　
私
よ
り
も
年
下
で
し
た
の
で
真
に

残
念
に
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
作
品
の
中
に
好
き
な
エ
ッ

セ
イ
が
あ
り
ま
す
。
高
名
な
考
古
学

者
に
訊
ね
た
と
き
の
様
子
を
書
い
た

文
章
で
す
。

「
人
類
が
最
初
に
家
畜
に
し
た
動
物

は
何
で
す
か
」
。
老
大
家
は
一
瞬
首

を
ひ
ね
っ
た
末
、
「
多
分
、
羊
で

し
ょ
う
」
と
応
え
た
と
い
い
ま
す
。

　
牧
畜
民
が
多
く
、
家
畜
と
い
え
ば
、

馬
、
牛
、
駱
駝
が
あ
る
。
な
か
で
も

羊
は
飼
い
や
す
い
。
大
き
く
て
性
格

も
お
と
な
し
い
。
肉
、
皮
、
毛
、
角

ま
で
余
す
と
こ
ろ
な
く
利
用
で
き

る
。
何
よ
り
も
群
を
な
す
習
性
が
あ

る
の
で
、
集
め
や
す
い
。

「
犬
は
ど
う
で
す
か
…
」

「
犬
は
別
な
ん
で
す
」
「
犬
は
人
類

が
飼
い
だ
し
た
の
で
は
な
く
犬
の
方

か
ら
人
類
に
近
づ
い
た
の
で
、
人
間

の
い
る
と
こ
ろ
必
ず
犬
が
い
ま
す
」

　
人
類
は
技
術
を
磨
き
、
農
機
具
を

作
っ
て
多
く
の
食
糧
を
得
る
。
し
か

し
、
歯
は
弱
く
舌
は
な
め
ら
か
で
多

く
を
食
い
残
す
。
さ
ら
に
貪
欲
で
、

食
糧
を
過
剰
に
蓄
え
、
相
当
量
を
食

べ
き
れ
ず
に
捨
て
る
。
現
代
で
も
生

産
の
4
分
の
1
は
現
場
で
廃
棄
、
次

は
流
通
過
程
、
あ
と
家
庭
や
外
食
で

廃
棄
さ
れ
、
人
類
が
口
に
す
る
の
は

総
生
産
量
の
4
分
の
1
だ
け
。
そ
れ

で
も
太
り
す
ぎ
て
多
く
悩
ん
で
い

る
。
犬
は
こ
の
人
類
の
肉
体
的
不
器

用
さ
と
性
格
的
貪
欲
さ
を
察
し
、
犬

の
方
か
ら
ま
と
わ
り
つ
い
て
き
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
と
ハ
イ
エ
ナ
の
関
係
だ

が
、
違
う
の
は
友
好
的
主
従
関
係
に

な
っ
た
こ
と
だ
。
人
間
が
従
順
な
も

の
を
愛
す
る
感
情
を
も
っ
て
い
る
の

ま
で
見
抜
い
て
い
た
。
何
世
代
に
も

わ
た
っ
て
犬
は
そ
れ
を
子
孫
に
伝
授

し
て
き
た
。
①
喜
怒
哀
楽
の
表
現
方

法
、
②
主
人
を
見
分
け
る
能
力
、
③

絶
対
服
従
の
従
順
さ
な
ど
。
「
犬
を

ま
ね
た
人
類
が
生
き
残
っ
た
の
は
千

切
れ
る
ほ
ど
尻
尾
を
振
っ
た
も
の
の

子
孫
だ
け
が
生
き
残
っ
た
か
ら
だ
」

と
も
い
い
ま
す
。
ゴ
マ
す
り
や
ヨ
イ

シ
ョ
の
術
に
長
け
た
者
が
大
勢
い
て

も
ふ
し
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

少
し
能
力
が
低
い
。
そ
れ
ゆ
え
犬
が

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
と
き
悲
劇
が
起

こ
る
の
だ
…
。

　
老
大
家
の
話
は
そ
ん
な
内
容
だ
っ

た
と
か
。
あ
ら
た
め
て
身
辺
を
見
回

す
と
、
家
畜
そ
っ
く
り
に
真
似
を
し

て
生
き
て
い
る
人
間
も
、
至
る
所
に

居
り
そ
う
だ
と
思
い
な
が
ら
、
楽
し

く
読
み
返
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
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岡
 

福
美

谷
本
 

　
宏

太
田
 

テ
ル
子

95879280737389869190906994979391928588918197

　
西
土
佐
橘
地
区
の
中
村
高
校

西
土
佐
分
校
野
球
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
地
に
、約
60
ａ
の
栗
実
証
農

園
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
県
内
一
の
栗
産
地
再

生
を
目
指
し
た
栗
暮
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ

た
こ
の
圃
場
に
は
、新
品
種
を
含

め
た
約
1
7
0
本
の
栗
苗
木
が

新
植
さ
れ
ま
し
た
。

　
苗
木
は
早
生（
わ
せ
）、
中
生

（
な
か
て
）、晩
生（
ば
ん
せ
い
）と

収
穫
時
期
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
品
種
で
年
間
労
力
の
分
散
と

リ
ス
ク
回
避
に
よ
る
収
入
の
安

定
や
、地
域
に
適
し
た
品
種
の
選

定
、平
地
で
の
省
力
化
、栽
培
方

式
の
研
究
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、農
業
公
社
研
修
生
が
栗

栽
培
を
学
ぶ
場
と
し
て
も
活
用

し
、将
来
の
栗
農
家
の
担
い
手
と

し
て
育
成
を
図
り
ま
す
。

西
土
佐
橘
地
区
に

栗
実
証
農
園
完
成
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教
室
・
講
座

健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備
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土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

月

6月 1日

2日

8日

9日

15日

16日

22日

23日

29日

30日

7月 6日

7日

13日

14日

15日

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

■
発
行
/四
万
十
市
　
■
編
集
/企
画
広
報
課

〒
7
8
7
-8
5
0
1
　
　
　
  　

高
知
県
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
1
0
番
地

T
E
L
.3
4
-1
1
1
1（
代
表
）
　
広
聴
F
A
X
.0
1
2
0
-4
5
9
7
8
7

U
R
L
 h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp
/

E
-m
a
il k
o
u
h
o
u
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

6
N
o.1
7
0

2
0
1
9

市民病院

さくらクリニック

市民病院

正木整形外科

森下病院

市民病院

佐々木整形外科

幡多病院

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

日

日

日

日

日

日

月

6月

7月

2

9

16

23

30

7

14

15

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）2 5 5 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）5 2 5 2

☎（ 3 4 ）2 0 3 0

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）7 1 7 7

☎（ 3 4 ）6 2 1 1

☎（ 3 3 ）0 6 6 0

☎（ 3 5 ）3 4 5 8

☎（ 3 7 ）3 3 8 3

☎（ 3 7 ）5 1 5 1

☎（ 3 5 ）4 8 7 9

☎（ 3 3 ）0 6 5 3

☎（ 3 4 ）6 0 3 1

☎（ 3 5 ）2 3 1 6

☎（ 3 4 ）4 8 5 5

☎（ 3 2 ）1 0 9 5

☎（ 3 5 ）4 3 2 3

☎（ 3 4 ）3 6 2 1

☎（ 3 4 ）2 3 2 4

☎（ 3 5 ）5 9 9 6

☎（ 3 3 ）0 6 6 0

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

「広報しまんと」7月号は
6月26日(水)発送予定です
「広報しまんと」7月号は
6月26日(水)発送予定です
「広報しまんと」7月号は
6月26日(水)発送予定です

△ 10
6 

△ 16
79

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

33,754
16,001
17,753
16,623

人
人
人
人

259
240
11
41

4

6月実施の統計調査

【問い合わせ先】（県）総務部 統計分析課　☎088(823)9344

調　査　名 該当地区

労働力調査 下田双海、中村大橋通、具同

有料広告
掲載スペース

有料広告
掲載スペース
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